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【
一
般
質
問
】

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

３
人
の
方
か
ら
次
の
４
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
白
松
博
之
議
員

○
道
の
駅
と
奈
古
本
町
商
店
街
の

　

活
性
化
に
つ
い
て

☆
小
田
達
雄
議
員

○
阿
武
町
の
農
業
対
策
に
つ
い
て

☆
田
中
敏
雄
議
員

○
町
づ
く
り
に
つ
い
て

○
交
通
空
白
不
便
地
域
町
民
の
対

　

策
に
つ
い
て

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

議
会
だ
よ
り
（
P
６
〜
８
）
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
議
案
】

◆
阿
武
町
議
会
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

各
選
挙
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
に
つ
い
て
、
現
状
に
合
わ
せ

て
設
置
根
拠
と
な
る
法
律
の
条
項

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
計
画
審
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

７
月
１
日
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
」
設
置
に
伴
い
、
阿
武

町
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
計

画
審
議
会
の
事
務
局
を
「
総
務

課
」
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
」
に
変
更
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

と
な
る
対
象
事
業
の
変
更
を
行
う

も
の
で
、
新
た
に
農
林
水
産
物
等

販
売
業
を
加
え
、
従
前
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
を
削
除
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

岡
田
橋
団
地
に
新
た
に
建
設
し

た
住
宅
１
棟
２
戸
の
供
用
開
始
に

伴
う
追
加
の
一
部
改
正
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特

例
に
関
す
る
条
例

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
教
育
長
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
、
常
勤
の
特
別
職
の
身
分
の
み

と
な
り
、
新
教
育
長
に
関
し
て
は

職
務
専
念
義
務
が
規
定
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
特
例
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
は
一
般
職
の

同
規
定
を
準
用
し
て
い
た
が
、
今

回
の
条
例
制
定
は
、
法
律
の
施
行

に
あ
わ
せ
て
、
平
成
27
年
４
月
１

日
に
遡
っ
て
新
た
に
制
定
す
る
も

の
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

竹
内
英
人
委
員
及
び
伊
藤
敬
久

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委

員
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
中
野
克

美
氏
及
び
堀
和
也
氏
を
委
員
と
す

る
も
の
。
任
期
は
３
年
間
。

◆
阿
武
町
教
育
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

市
原　

旭
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
後
任
委
員
の
任
命
が
提
案
さ

れ
、
松
原
利
直
氏
を
委
員
と
す
る

も
の
。
任
期
は
４
年
間
。

◆
平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

今
回
の
補
正
額
は
４
１
２
９
万

４
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
28

億
７
８
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

　

歳
出
は
全
体
に
わ
た
り
、
７
月

の
昇
格
等
を
含
む
人
事
異
動
等
に

伴
う
人
件
費
の
調
整
計
上
。

　

議
会
費
は
、
議
場
の
電
灯
の
う

ち
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
電
球

を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
に
取
り
替
え

る
工
事
請
負
費
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

総
務
費
は
、
社
会
保
障
・
税
番

号
シ
ス
テ
ム
の
機
能
追
加
等
に
よ

る
整
備
委
託
料
及
び
山
口
県
知
事

選
挙
日
時
決
定
に
伴
う
選
挙
費
の

計
上
ほ
か
。

　

民
生
費
は
、
指
定
管
理
の
清
ヶ

浜
清
光
苑
の
20
年
経
過
し
た
浴
室

等
改
修
工
事
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

衛
生
費
は
、
特
別
会
計
へ
の
操

出
金
の
計
上
ほ
か
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
林
業
専
用

道
東
イ
ラ
オ
山
線
整
備
補
完
工
事

の
新
規
計
上
及
び
間
伐
材
魚
礁
作

製
業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

商
工
費
は
、
道
の
駅
温
泉
泉
源

ポ
ン
プ
交
換
工
事
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

土
木
費
は
、
町
道
畠
田
柳
尾
線

測
量
業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

教
育
費
は
、
副
読
本
「
わ
た
し

た
ち
の
ふ
る
さ
と
阿
武
」
印
刷
製

本
費
及
び
給
食
配
送
用
公
用
車
購

入
費
の
新
規
計
上
ほ
か
。

平成29年
第３回議会定例会
（９月12日～20日）

平成29年
第３回議会定例会
（９月12日～20日）

　平成29年第3回議会定例会が、9月12日か
ら20日までの会期9日間で開かれ、提出議案
12件、同意2件、そして全員協議会での報告
3件がいずれも慎重に審議され、原案どおり
可決、承認または認定されました。
　このうち、一般会計補正予算（第2回）で
は、山口県知事選挙日時決定に伴う選挙費な
どで4,129万4,000円を増額計上しています。

固定資産評価
審査委員会委員
中野　克美 氏
（宇生賀中央）

固定資産評価
審査委員会委員
堀　和也 氏
（宇田中央）

教育委員会委員
松原　利直 氏
（中村）
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一般会計総額
4,129万4,000円増額補正で
予算総額は28億7,827万円に

◆
平
成
28
年
度
阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め
、
７
つ

の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
求

め
、全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
28
年
度
決
算
に
お
け
る

健
全
化
判
断
比
率
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

◆
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て

　

国
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
い
て
28
年
度
に
策
定
し
た

も
の
で
、
今
回
製
本
し
、
そ
の
計

画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。

◆
4
つ
の
特
別
会
計
が
成
立

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算

　

償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
の
増

額
ほ
か
。（
補
正
額
２
３
０
万
１
０

０
０
円
の
増
額
・
予
算
総
額
６
億

９
０
６
５
万
５
０
０
０
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算

　

使
用
料
及
び
賃
借
料
の
増
額
ほ

か
。（
補
正
額
37
万
２
０
０
０
円
の

増
額
・
予
算
総
額
６
２
７
０
万
１

０
０
０
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
の
増

額
ほ
か
。（
補
正
額
８
３
７
万
６
０

０
０
円
の
増
額
・
予
算
総
額
６
億

９
６
５
１
万
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

修
繕
料
の
増
額
ほ
か
。（
補
正
額

２
７
９
万
５
０
０
０
円
・
予
算
総

額
５
１
８
０
万
７
０
０
０
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

工
事
請
負
費
の
増
額
。（
補
正
額

６
０
０
万
円
・
予
算
総
額
８
２
７

２
万
５
０
０
０
円
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

町
の
執
行
に
か
か
る
工
事
請
負

契
約
等
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
８

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
福
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
休

憩
室
・
ト
イ
レ
設
置
工
事
（
４

５
９
万
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

〇（
平
成
28
年
度
繰
越
）
阿
武
町

町
民
セ
ン
タ
ー
非
常
照
明
蓄
電

池
取
替
工
事
（
３
７
８
万
円
・

日
進
電
気
工
事
㈱
）

〇（
平
成
28
年
度
繰
越
）
奈
古
漁

業
集
落
排
水
施
設
機
能
保
全
改

築
電
気
設
備
工
事
（
２
２
７
８

万
８
０
０
０
円
・
新
興
電
気
工

事
㈱
）

〇
ま
ち
の
拠
点
化
を
目
指
し
た

　
（
旧
）奈
古
薬
局
改
修
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
業
務
委
託
（
６
３

３
万
８
５
２
０
円
・
企
画
会
社

月
の
羊
飼
い
）

〇
単
県
農
山
漁
村
整
備
事
業
（
林

業
生
産
基
盤
整
備
事
業
）
東
イ

ラ
オ
山
線
法
面
保
全
工
事
（
３

８
６
万
６
４
０
０
円
・
㈲
吉
岡

土
建
）

〇（
平
成
28
年
度
繰
越
）
阿
武
小

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事（
第

2
工
区
）（
８
４
２
万
４
０
０

０
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

〇
阿
武
地
区
機
能
保
全
計
画
策
定

業
務
（
水
域
施
設
）（
９
７
２

万
円
・
㈱
セ
ン
ク
21
）

〇（
平
成
28
年
度
繰
越
）
阿
武
町

漁
港
内
救
命
は
し
ご
新
設
工
事

（
４
９
１
万
４
０
０
０
円
・
小

田
建
設
㈱
）

旧奈古薬局改修ワークショップ

　

阿
武
町
議
会
議
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
一
般
選
挙
を
執
行
し
ま
す
。

○
選
挙
期
日

　

平
成
29
年
11
月
12
日
（
日
）

・・
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　

当
日
、
都
合
が
悪
く
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

お
勧
め
し
ま
す
。

○
期
日
前
投
票

〈
本
庁
〉

　

平
成
29
年
11
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

〜
11
月
11
日（
土
）

・
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〈
各
支
所
〉

　

平
成
29
年
11
月
８
日（
水
）

    　

     

〜
11
月
10
日（
金
）

・
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
問
い
合
わ
せ

　

阿
武
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
２
―
０
５
０
３

大
切
な
１
票
、

　

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

阿
武
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
執
行

　
　
　

に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
の

　

明
日
を
つ
な
ぐ

　
　
　

こ
の
一
票

町道畠田柳尾線測量業務委託料 550万円
清ヶ浜清光苑浴室等改修工事 777万6,000円
社会保障・税番号システム整備事業 260万5,000円
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公営住宅整備事業 
消防救急事務委託事業 
過疎対策道路事業 
防災拠点再生エネルギー導入事業 
塵芥処理対策事業 
保育所運営事業 
老人福祉施設入所措置費 
道の駅施設整備事業 
生活介護給付事業 
福賀高齢者福祉複合施設建設事業 
中山間地域等直接支払交付金事業 
福祉医療扶助事業 
多面的機能支払交付金事業 
バス路線維持対策事業 
福賀中学校校舎解体事業 

一般会計「平成28年度事業」ベスト15
（単位：千円）

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

190,654
89,745
80,800
64,206
60,219
58,432
53,658
46,687
43,105
40,848
40,407
38,905
38,099
33,115
32,346

事　　　　　業　　　　　名 事業費

平成28年度に
町民1人あたりに使った金額は

※平成29年3月末現在
　　　人口　3,468人

（一般会計 平成28年度末現在）

平成28年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　33億3,681万7,095円歳出　29億464万5,113円

総務費
591,825,151円

土木費
370,172,763円

民生費
707,124,566円

平成28年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特　

別　

会　

計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

農林水産業費
258,036,303円

労働費　536円
災害復旧費　2,936円
諸支出金　5,875円
議会費　12,676円
商工費　25,449円
消防費　34,326円
衛生費　62,737円

総額
840,017円

民生費
203,900円

総務費
170,653円

土木費　106,740円

農林水産業費　74,405円

公債費　71,220円

教育費　66,103円

株式等譲渡所得
割交付金
516,000円
利子割交付金
　　　382,000円

地方特例交付金　755,000円
交通安全対策特別交付金　847,000円

配当割交付金　864,000円
繰入金　1,170,000円

自動車取得税交付金　7,606,000円
寄付金　14,107,845円
財産収入　23,827,165円
地方譲与税　32,774,000円

分担金及び負担金　36,517,400円
諸収入　38,702,724円

地方消費税交付金　55,494,000円
使用料及び手数料　57,298,339円

町債　167,900,000円
県支出金　247,316,398円
国庫支出金　263,328,874円

3,288,008,144 
728,144,000 
67,492,000 
75,189,000 
650,820,000 
62,289,000 
75,549,000 
60,408,000 

5,007,899,144 

3,336,817,095
734,838,104
65,817,095
74,435,064
623,446,777
60,686,092
72,732,148
48,287,320

5,017,059,695

101.48%
100.92%
97.52%
99.00%
95.79%
97.43%
96.27%
79.94%
100.18%

3,288,008,144 
728,144,000 
67,492,000 
75,189,000 
650,820,000 
62,289,000 
75,549,000 
60,408,000 

5,007,899,144 

2,904,645,113
676,204,913
65,730,882
74,353,000
622,588,188
60,627,380
72,591,169
36,133,576

4,512,874,221

88.34%
92.87%
97.39%
98.89%
95.66%
97.33%
96.08%
59.82%
90.12%

432,171,982
58,633,191

86,213
82,064
858,589
58,712
140,979

12,153,744
504,185,474

公債費　
246,991,449円

繰越金
361,535,096円

平成28年度の決算概要

教育費
229,245,192円

衛生費
217,572,103円

町税
299,907,254円

災害復旧費　10,182,240円
諸支出金　20,373,830円
議会費　43,961,612円
商工費　88,255,582円
消防費
119,044,322円

労働費
1,860,000円

地方交付税
1,725,968,000円
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から健全化判断比率及び公営企
業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。
　平成２8年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。いずれの比率も早期
健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き効率的な財政運営
に努めていきます。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

阿武町の
健全化率
－
－
1.1
－

※１
※２

※３

対象公営企業会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計

算定結果
－
－
－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０
２０．０
２５．０
３５０．０

財政再生基準
（危険指数）
２０．０
３0．０
３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で2億5,314万円
（12.2%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※２　連結実質赤字比率は、全会計で3億1,302万
円（15.1%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※３　将来負担比率は、将来負担すべき負債が充
当可能な財源で賄えることから該当する数値
（実質的な将来負担額）がないことを表します。

　公営企業に係る３つの特別会計については、い
ずれも資金不足が生じていないため該当する数値
（資金不足額）がないことを表します。

○資金不足比率

○健全化判断比率

表
彰
席

【
地
区
表
彰
（
萩
警
察
署
長
・
萩

交
通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）】

●
優
良
運
転
者

★
白
石　

修
照
（
宇
田
中
央
）

★
岩
本　

一
男
（
惣
郷
）

★
中
野
祥
太
郎
（
木
与
）

★
米
𠩤　

輝
雄
（
西
の
二
）

●
優
良
安
全
運
転
管
理
者

★
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

西
村　

俊
洋

【
協
会
長
表
彰
（
萩
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
）】

●
優
良
運
転
者

★
田
中　

静
江
（
宇
田
中
央
）

★
堀　
　

和
也
（
宇
田
中
央
）

★
惠
美
奈
美
智
代
（
宇
田
浦
）

★
水
津　

清
子
（
木
与
）

★
金
子　

明
美
（
寺
東
）

★
大
谷　

相
子
（
美
浜
）

★
大
山　

榮
子
（
筒
尾
）

●
標
語
の
部

★
金
賞

　
『
慣
れ
た
道 

油
断
と
過
信
が 

　

事
故
を
呼
ぶ
』

　

青
島　

凛
（
阿
武
中
３
年
）

★
銀
賞

　
『
夜
の
道 

し
っ
か
り
照
ら
そ
う 

平
成
29
年
度 

　

優
良
運
転
者
・

　
　
　

優
良
団
体
表
彰

第
13
回　

阿
武
町（
郡
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
29
年
度　

山
口
県

体
育
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
部
・
柔
道
競
技
）

　

ハ
イ
ビ
ー
ム
』

　

松
原　

利
直
（
中
村
）

９
月
23
日　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ

ぶ
（
68
人
参
加
）                                                 

★
優　

勝　

市
原　

正
（
福
賀
）

　

ス
コ
ア
43
（
ト
マ
リ
賞
１
）

★
準
優
勝　

野
原
恒
雄
（
福
賀
）

　

ス
コ
ア
44
（
ト
マ
リ
賞
１
）

★
第
３
位　

植
田
明
子
（
福
賀
）

　

ス
コ
ア
45
（
ト
マ
リ
賞
１
）

９
月
23
日　

維
新
百
年
記
念
公
園

武
道
館

【
小
学
５
年
生
男
子
個
人
の
部
軽

軽
量
級
】                                                 

★
３　

位　

上
田
陽
葵（
水
ヶ
迫
）

【
団
体
B
グ
ル
ー
プ
】

★
優　

勝　

Ａ
Ｂ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
敬
称
略
）

●「
継
業
」
と
い
う
形

　

多
く
の
自
治
体
で
、
第
一
次
産

業
の
み
な
ら
ず
、
商
業
、
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

業
態
で
後
継
者
不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
武
町
内
の
事
業
所
、
店
舗
等

に
お
い
て
も
同
様
で
、
事
業
を
引

き
継
ぐ
確
実
な
後
継
者
が
い
る
事

業
体
は
少
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。

●
志
あ
る
他
人
が

　
　
　

事
業
を
引
き
継
ぐ

　

昔
か
ら
、
理
容
店
の
存
在
が
そ

の
地
域
の
衰
退
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
云(

い)

わ
れ
ま
す
。

　

一
つ
の
町
を
形
成
す
る
た
め
に

は
、
必
ず
な
く
て
は
な
ら
な
い
業

態
が
幾(

い
く)

つ
か
あ
り
、
町
と

し
て
も
こ
れ
を
維
持
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
が
、

事
業
主
の
家
族
（
兄
弟
や
子
ど

も
）
や
親
戚
だ
け
を
後
継
者
と
考

え
る
と
事
態
は
深
刻
で
す
。

　

他
人
で
あ
っ
て
も
志
の
あ
る
人

が
、
そ
れ
ま
で
事
業
主
が
育
ん
で

き
た
、
生
業
・
事
業
を
継
承
し
、

若
い
、
そ
し
て
、
新
た
な
視
点
で

新
た
な
展
開
を
模
索
す
る
「
継

業
」
の
形
も
あ
っ
て
良
い
の
で

は
。

打
て
ば
響
く

町長
コラム

入賞されたみなさん

は
る　

き
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Ｑ　

農
家
の
後
継
者
対
策
を
問
う

　

ま
た
、
旧
奈
古
薬
局
を

「
阿
武
の
玄
関
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
住
ま

い
や
仕
事
の
相
談
場
所
、
そ

し
て
カ
フ
ェ
も
併
設
し
、
交

流
拠
点
の
計
画
な
ど
、
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
既
存
の
雰
囲
気
を
残

し
た
形
で
、
新
た
な
町
の
魅

力
ア
ッ
プ
と
活
性
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
最
近
で
は
道
の

駅
か
ら
特
に
若
い
人
た
ち
の

流
れ
も
で
き
て
い
る
。

　

町
外
者
の
目
線
、
若
者
の

目
線
、
ま
た
、
専
門
家
の
意

見
で
は
、
阿
武
町
が
都
市
計

画
区
域
で
は
な
い
が
故
の
細

い
路
地
が
残
り
、
建
物
の
保

存
状
態
、
下
町
の
よ
う
な
佇

ま
い
と
共
に
方
言
交
じ
り
の

会
話
な
ど
、
生
活
感
ま
で
も

が
、
昭
和
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
よ
う
な
空
間
で
あ

り
、
次
代
に
繋
げ
て
い
く
べ

問  

職
員
か
ら
町
長
へ
と
立

場
が
変
わ
っ
た
が
就
任
後
の

感
想
を
問
う
。
特
に
過
疎
化

と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
考
え
を
問
う
。

町
長　

町
職
員
の
職
務
で
は

自
ず
と
限
度
が
あ
る
。
町
長

に
な
り
、
職
員
に
基
本
的
な

考
え
を
伝
え
、
共
に
同
じ
方

向
を
向
い
て
進
ん
で
い
る
と

実
感
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
健
全
財
政
確
保
第
一
か
ら

大
胆
か
つ
高
次
元
の
施
策
を

展
開
し
た
い
。
過
疎
化
対
策

と
し
て
定
住
対
策
も
功
を
奏

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
若
者
も
阿
武
町

に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
将
来
就
き
た
い
仕
事
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
よ
う
な

の
で
、
一
次
産
業
の
振
興
、

内
発
的
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

定
住
促
進
対
策
と
し

て
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
は
積

極
的
に
補
助
金
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
特
に
農
業
後
継
者

不
足
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

　

農
業
後
継
者
と
し
て
実
家

に
帰
っ
た
場
合
は
、
住
宅
改

修
の
助
成
金
が
若
干
あ
る
が

不
十
分
で
は
な
い
か
。
生
活

費
等
も
考
え
た
助
成
は
で
き

小田達雄  議員

問

問

問　

山
陰
自
動
車
道
開
通
を

見
据
え
、
魅
力
あ
る
道
の
駅

と
し
て
ど
う
変
わ
れ
ば
よ
い

の
か
。
ま
た
、
高
速
道
開
通

後
ル
ー
ト
を
外
れ
た
他
の
道

の
駅
の
衰
退
か
ら
、
阿
武
町

も
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
日
で
は
道
の
駅
も
目
的

地
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、

一
日
中
お
客
を
呼
び
込
む
た

め
に
も
、
周
辺
地
域
の
魅

力
、
特
に
奈
古
本
町
商
店
街

と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

昭
和
の
風
情
を
感
じ
さ
せ

る
建
物
を
始
め
、
鉄
の
道
や

石
州
街
道
な
ど
、
歴
史
的
な

背
景
も
、
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
商
店
街
と
道

の
駅
で
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
、
双
方
の
集
客
力
ア
ッ
プ

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、

一
、
魅
力
あ
る
街
並
み
の
整

備

二
、
商
店
街
へ
誘
導
す
る
案

内
板
の
設
置

三
、
街
並
み
の
魅
力
を
紹
介

す
る
地
図
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成

四
、
安
全
で
安
心
し
て
散
策

で
き
る
道
路
整
備

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
養
成

を
提
案
す
る
。

町
長　

阿
武
町
道
の
駅
は
阿

武
町
随
一
の
観
光
拠
点
と
し

て
、
年
間
四
十
万
人
の
利
用

が
あ
る
一
方
、
奈
古
本
町
商

店
街
は
往
時
の
面
影
も
寂
し

く
、
廃
業
や
解
体
が
相
次
い

で
い
る
。　
　
　
　

　

し
か
し
、
最
近
で
は
「
阿

武
の
鶴
酒
造
」
の
復
活
を
始

め
、
建
物
の
外
観
を
活
か
し

た
ま
ま
の
店
舗
づ
く
り
が

色
々
と
進
ん
で
い
る
。

な
い
か
。
農
家
の
実
状
を
把

握
し
た
検
討
が
必
要
と
思

う
。

町
長　

町
内
の
高
齢
化
率
も

48
・
1
％
で
全
て
の
個
人
経

営
事
業
所
で
後
継
者
不
足
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
農
業

に
か
か
わ
ら
ず
生
活
に
直
結

す
る
全
て
の
地
域
産
業
の
継

承
を
考
え
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
等

に
か
か
わ
ら
ず
後
継
者
支
援

策
を
他
の
市
町
村
の
事
例
を

参
考
に
研
究
し
た
い
。

問　

住
宅
建
築
・
宅
地
造
成

は
効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
は

認
め
る
が
、
良
質
な
農
地
の

転
用
や
町
内
の
若
者
が
実
家

か
ら
離
れ
別
居
す
る
な
ど
の

問
題
も
あ
る
。

　

農
家
の
実
情
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
ま
た
他
の

集
落
の
活
性
化
の
た
め
に
も

住
宅
建
築
や
宅
地
造
成
を
一

か
所
で
は
な
く
他
の
集
落
に

も
数
戸
ず
つ
で
も
い
い
か
ら

あ
る
程
度
分
散
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　

こ
の
こ
と
は
、
集
落
の
人

と
の
交
流
は
勿
論
、
自
然
の

中
で
の
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
、
場
所
に
よ
っ
て
は
家
庭

菜
園
、
更
に
は
農
家
と
の
交

流
・
手
伝
い
へ
と
発
展
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

集
落
の
崩
壊
は
地
域
の
崩

壊
に
も
つ
な
が
る
。
今
ま　

一
般
質
問  

第
3
回
定
例
会  

9
月
12
日

白松博之  議員

町
長

問

町
長

奈古本町商店街の街並み

Q　

道
の
駅
と
奈
古
本
町
商
店
街
の

　
　

活
性
化
は

Ａ　

早
急
に
こ
の
エ
リ
ア
の

　
　

総
合
観
光
戦
略
を
策
定
し
た
い

　
　

農
家
だ
け
で
な
く
各
事
業
所
で

Ａ　

も
後
継
者
不
足
は
顕
著
で
あ
り

　
　

支
援
制
度
を
研
究
し
た
い

き
貴
重
な
財
産
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

　

街
並
み
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
建
物
の
外
観
だ

け
で
な
く
、
暮
ら
し
の
あ
る

動
態
保
存
が
必
要
で
あ
り
、

や
む
な
く
廃
業
が
見
込
ま
れ

る
店
の
生
業
を
継
ぐ
「
継

業
」
も
考
え
て
い
る
。
五
項

目
の
ア
イ
デ
ア
を
示
し
て
い

た
だ
い
た
が
、
阿
武
町
の
観

光
振
興
や
商
業
の
活
性
化
を

含
め
、
今
後
は
専
門
家
も
交

え
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
合
意
形
成
を
早
急
に
進

め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

町
長

問

お
の
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て
い
く
た
め
に
も
町
民
の
足

の
確
保
は
、
最
重
要
課
題
だ

と
思
う
。
協
議
の
場
に
関
係

自
治
会
代
表
者
の
出
席
だ
け

で
協
議
す
る
の
で
は
な
く
、

Ｑ　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

農作業風景

町営バス

　
　

今
後
の
変
更
等
に
つ
い
て
は

Ａ　

地
元
と
よ
く
協
議
を
し
な
が
ら

　
　

進
め
る

　

で
の
政
策
を
見
直
し
で
き

な
い
か
。

町
長　

奈
古
駅
南
側
の
宅
地

開
発
は
、
活
力
増
進
を
優
先

し
た
政
策
で
、
成
果
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
理
解
を
し
て
ほ

し
い
。
定
住
対
策
と
し
て
は

コ
ン
パ
ク
ト
な
中
心
部
を
作

る
こ
と
が
効
果
を
発
揮
す

る
。

　

住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
自
治
会
等
か
ら
ニ
ー
ズ

が
あ
れ
ば
そ
こ
に
整
備
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
は
限
界
集

落
対
策
と
し
て
も
機
能
を
し

て
い
る
の
で
、
一
家
族
で
も

集
落
に
は
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
に

加
え
、
今
後
空
き
家
を
町
が

借
り
受
け
改
修
し
、
貸
し
つ

け
る
方
法
等
も
考
慮
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

町
長

問　

平
成
28
年
４
月
か
ら
奈

古
福
賀
間
５
往
復
が
運
行
さ

れ
、
う
ち
宇
生
賀
か
ら
道
の

駅
ま
で
と
、
道
の
駅
か
ら
宇

生
賀
ま
で
の
朝
夕
二
便
の
町

営
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る

が
、
当
初
の
期
待
と
は
裏
腹

に
乗
車
率
も
思
っ
た
よ
う
に

上
が
ら
ず
利
用
者
が
大
変
少

な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
営
バ
ス
の
運
行
に
当

た
っ
て
は
阿
武
町
地
域
公
共

交
通
会
議
に
お
い
て
決
定
さ

れ
て
い
る

が
、
地
域

で
生
活
し

問　

平
成
16
年
地
方
分
権
一

括
法
に
基
づ
く
平
成
の
大
合

併
に
伴
い
、
合
併
か
、
単
独

か
、
町
を
二
分
す
る
選
択
を

迫
ら
れ
る
際
、
当
時
市
町
村

合
併
調
査
研
究
特
別
委
員
会

委
員
長
と
し
て
、
単
独
町
制

を
選
択
し
た
事
に
今
で
も
大

き
な
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

　

単
独
町
制
を
選
択
し
て
以

来
今
日
ま
で
、
町
政
懇
談
会

等
を
開
催
さ
れ
て
、
少
し
は

変
化
が
あ
る
が
、
大
き
く
変

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
単
独
町
制
を

堅
持
し
て
行
く
為
に
も
、
今

阿
武
町
の
お
か
れ
て
い
る
現

状
を
町
民
と
行
政
が
危
機
感

を
持
ち
、
町
長
の
政
治
信
条

で
も
あ
る
「
今
生
き
て
い
る

あ
な
た
が
よ
り
住
み
た
く
な

る
よ
り
豊
か
に
よ
り
安
心
に

暮
ら
せ
る
」
町
づ
く
り
の
為

に
も
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

行
政
側
が
町
民
の
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
町

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
機

会
を
増
や
し
町
民
と
行
政
、

町
民
と
職
員
、
町
民
と
議
会

の
距
離
を
縮
め
る
中
で
、
町

民
の
思
い
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に

行
政
に
伝
わ
り
、
施
策
と
し

て
展
開
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
。

再　

適
正
規
模
の
自
治
会
に

す
る
為
に
も
積
極
的
に
自
治

会
の
統
合
を
推
進
し
て
は
。 

町
長　

重
要
な
問
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
年
度
に
入

り
色
々
な
取
り
組
み
を
改
め

て
進
め
て
い
る
。

田中敏雄  議員

町
長

町
長

問

問

問

Ａ　

町
民
と
の
信
頼
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　

し
っ
か
り
と
築
く

Q　

交
通
空
白
の
不
便
地
域
対
策
に

　
　

つ
い
て

現地踏査
　柳橋分譲宅地予定地、町道畠田
柳尾線、萩警察署奈古駐在所予定
地の３箇所を踏査しました。

萩警察署奈古駐在所新築工事

９月12日

６
月
〜
９
月　

阿
武
町
議
会
の
活
動
・
出
席

６
月
17
日　

東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
第
４
回
大
会　

東
京
都

６
月
24
日　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
第
11
年
度
通
常
総
代
会　

萩
市

６
月
24
日　

み
ん
な
で
守
ろ
う
自
然
と
環
境
発
表
会
・
水
と
命
の
講
演
会　

萩
市

７
月
４
日　

山
口
県
町
議
会
議
長
会
７
月
定
例
会　

山
口
市

７
月
21
日　

第
38
回
お
や
じ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式　

町
内

７
月
23
日　

第
24
回
な
ご
夏
ま
つ
り
日
本
海
イ
カ
ダ
大
会
開
会
式　

町
内

７
月
26
日　

山
陰
道（
益
田
〜
萩
間
）整
備
促
進
、
萩･

小
郡
間
地
域
高
規
格
道
路
整

　
　
　
　
　

備
促
進
に
関
す
る
要
望
活
動　

東
京
都

８
月
２
日
〜
４
日　

山
口
県
町
議
会
議
長
会
研
修
視
察　

高
知
県
及
び
愛
媛
県
ほ
か

８
月
22
日　

第
50
回
職
域
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式　

町
内

８
月
24
日
〜
25
日　

阿
武
町
議
会
議
員
行
政
視
察
研
修　

島
根
県
内

８
月
30
日　

山
口
県
町
議
会
議
長
会　

議
会
実
務
研
修
会　

山
口
市

９
月
５
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
月
６
日
〜
８
日　

敬
老
の
日
大
会　

各
地
区

関
係
自
治
会
に
出
向
い
て
十

分
説
明
を
し
て
理
解
を
得
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
？
地

域
住
民
の
声
を
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
上
げ
て
検
討
す
る

の
か
問
う
。 

町
長　

自
家
用
自
動
車
に
よ

る
有
償
運
送
に
は
大
き
く
三

つ
の
方
法
が
あ
り
、
一
つ
目

の
市
町
村
運
営
有
償
運
送
で

は
「
路
線
バ
ス
方
式
」
「
デ

マ
ン
ド
方
式※

」
が
あ
る
。

二
つ
目
は
交
通
空
白
地
有
償

運
送
が
あ
り
、
三
つ
目
は
市

町
村
福
祉
輸
送
の
外
出
支
援

バ
ス
が
あ
る
が
、
今
後
は
自

治
会
や
利
用
者
の
声
を
丁
寧

に
聞
い
て
新
し
い
交
通
体
系

を
検
討
し
た
い
。

※

利
用
者
の
要
求
に
対
応
し

て
運
行
す
る
方
式

町
長
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阿
武
町
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

こ
の
条
例
に
よ
り
農
林

水
産
物
等
の
販
売
を
目
的
と

す
る
設
備
を
新
設
し
た
場

合
、
固
定
資
産
税
が
期
限
付

き
で
免
除
と
な
る
が
、
阿
武

町
の
町
づ
く
り
に
ど
の
よ
う

な
関
連
が
出
て
く
る
の
か
。

答　

設
備
資
金
の
対
象
が
２

７
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
た

め
、
案
件
が
少
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

阿
武
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
職
務
に
専
念
す
る
義

務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

問　

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
教

育
委
員
会
の
新
し
い
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

教
育
委
員
３
名
と
教
育

長
を
含
め
た
現
行
と
同
じ
４

名
体
制
と
な
る
。

平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

問　

Ｕ
Ｊ
Ｉ
セ
ミ
ナ
ー
等
旅

費
の
概
要
は
。

答　

全
国
公
募
の
移
住
ド
ラ

フ
ト
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
移
住
希
望
者

を
１
０
０
名
、
移
住
受
け
手

の
地
域
を
12
か
所
選
出
し

て
、
受
け
手
地
域
が
移
住
希

望
者
を
上
位
３
位
ま
で
指
名

し
、
抽
選
で
移
住
希
望
者
の

移
住
交
渉
権
を
、
１
年
間
独

占
で
得
る
仕
組
み
。
そ
の
受

け
手
の
12
地
域
に
阿
武
町
が

選
ば
れ
、
そ
の
出
張
旅
費
。

問　

こ
の
移
住
ド
ラ
フ
ト
会

議
で
ど
ん
な
人
材
を
求
め
る

の
か
。

答　

阿
武
町
の
商
工
業
の
事

業
を
継
承
す
る
担
い
手
の
求

人
な
ど
、
阿
武
町
の
商
工
業

活
性
の
中
核
を
担
え
る
人
材

を
求
め
た
い
。

問　

林
業
専
用
道
路
の
整
備

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
専
用
道
路
を
計
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
。

答　

今
後
は
、
森
林
組
合
と

民
間
業
者
と
の
森
林
の
経
営

計
画
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

道
の
駅
の
温
泉
源
ポ
ン

プ
交
換
工
事
の
概
要
は
。

答　

ポ
ン
プ
が
７
年
経
過
を

問問問

中野祥太郎  委員長

し
て
お
り
、
泉
水
を
汲
ま
な

く
な
っ
た
た
め
に
交
換
す
る

も
の
で
、
新
し
い
ポ
ン
プ
は

補
償
期
間
が
１
年
あ
る
が
何

年
利
用
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
。

平
成
28
年
度
阿
武
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

一
般
会
計

問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
特
別
事
業
の
コ
ン
サ
ル

ト
委
託
会
社
ス
タ
ジ
オ
L
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
業
務

を
委
託
し
、
検
証
を
し
て
い

る
の
か
。

答　

21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研

究
所
の
運
営
の
支
援
が
主
な

も
の
で
、
具
体
的
に
は
町
職

員
へ
の
研
修
、
色
々
な
講
座

の
実
施
、
空
き
家
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
し
ご
と
バ
ン
ク
の

立
上
げ
、
旧
奈
古
薬
局
の
改

修
工
事
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更

新
の
支
援
。
ま
た
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
支
援
を
委

託
し
て
い
る
。
検
証
は
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
協
議
会

の
中
で
実
績
を
示
し
評
価
を

頂
い
て
い
る
。

問　

奈
古
の
空
き
家
を
改
修

し
た
拠
点
整
備
・
運
営
事
業

の
整
備
内
容
は
。

答　

旧
奈
古
薬
局
の
屋
根
、

水
洗
ト
イ
レ
、
エ
ア
コ
ン
、

電
気
配
線
、
厨
房
と
貸
出
用

の
大
工
道
具
の
整
備
を
行
っ

た
。

問　

福
賀
・
宇
田
郷
地
区

に
、
地
域
の
活
性
化
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
両
地
区
に
居
住
し
た
配
置

の
採
用
が
出
来
な
い
の
か
。

答　

移
住
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
検
討

し
た
い
。

問　

農
業
法
人
に
、
農
業
の

担
い
手
確
保
と
し
て
、
農
業

支
援
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
配
置
が
出
来
な
い
も
の

か
。

答　

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
が
、
受
け
手
の
法
人
に
お

い
て
、
協
力
隊
員
が
退
任
後

も
生
活
が
出
来
る
プ
ラ
ン
、

環
境
の
整
備
が
出
来
れ
ば
取

組
み
や
す
い
。

問　

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
委

託
料
が
、
昨
年
度
に
比
べ
約

６
倍
近
く
増
え
て
い
る
要
因

は
。

答　

受
益
者
負
担
を
下
げ
た

の
と
、
町
外
医
療
機
関
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
た

め
。

問　

福
賀
高
齢
者
福
祉
複
合

施
設
の
工
事
が
遅
れ
て
い
る

が
、
開
所
の
予
定
は
い
つ
ご

ろ
に
な
る
の
か
。

答　

９
月
13
日
に
交
付
決
定

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
冬
場
に

な
り
積
雪
等
を
考
慮
す
れ

ば
、
平
成
30
年
の
秋
か
ら
の

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

9
月
14
日
開
催

答

問問問 答答答答

問問問問答 答答答

問問 答答

答

開
所
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

農
福
連
携
Ｅ
Ｇ
Ｆ
の
障

害
者
に
つ
い
て
、
定
住
対
策

と
し
て
福
賀
へ
移
住
を
促
さ

れ
な
い
の
か

答　

Ｅ
Ｇ
Ｆ
お
よ
び
福
の
里

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

問　

清
ヶ
浜
の
ト
イ
レ
の
整

備
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
の
か
。

答　

宇
久
側
と
、
ト
イ
レ
を

解
体
し
た
木
与
側
の
両
ト
イ

レ
に
つ
い
て
、
利
用
者
も
あ

り
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
も
含

め
て
再
度
検
討
し
た
い
。

問　

長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改

修
工
事
は
、
い
つ
ご
ろ
の
完

成
に
な
る
の
か
。

答　

平
成
29
年
度
に
残
り
の

約
50
ｍ
の
道
路
工
事
、
平
成

30
年
度
に
残
る
舗
装
や
水
路

関
係
の
工
事
を
行
う
見
通
し
。

問　

消
防
団
協
力
隊
員
は
、

危
険
な
初
期
消
火
な
ど
に
携

わ
る
が
、
補
償
は
あ
る
の

か
。

答　

消
防
作
業
等
に
協
力
し

た
場
合
は
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
が
、
そ
れ
以
外
の

場
合
は
山
口
県
市
町
総
合
事

務
組
合
非
常
勤
職
員
公
務
災

害
の
補
償
が
あ
る
。

問　

阿
武
火
山
群
と
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
応
で
臨
む
の

か
。

答　

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
で
阿
武
町
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
か
ら
会
員
に
な
っ
た
こ

と
で
、
萩
市
と
連
携
を
持
つ

事
が
出
来
た
。
今
後
、
イ
ラ

オ
山
、
埋
も
れ
木
、
鳴
き

砂
、
宇
田
島
な
ど
を
対
象
と

し
て
、
教
育
委
員
会
、
経
済

課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と

連
携
を
持
っ
た
協
力
体
制

で
、積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
（
事

業
勘
定
）
特
別
会
計

問　

国
民
健
康
保
険
事
業
が

平
成
30
年
度
か
ら
県
下
一
本

化
さ
れ
る
が
、
国
保
税
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

国
か
ら
の
負
担
率
が
ま

だ
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
し

い
こ
と
は
来
年
に
な
る
。
現

状
で
の
県
の
示
し
た
試
算
で

は
、今
よ
り
下
が
る
見
通
し
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

問　

要
介
護
認
定
者
の
人
数

は
。

答　

平
成
28
年
度
の
要
介
護

認
定
者
は
介
護
度
１
か
ら
５

ま
で
で
３
７
８
人
。

問答

問問 答 答答

問答問問問 答答
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み
ど
り
保
育
園
に
通
う
園
児
が
、
外

国
人
青
年
と
日
常
的
に
英
語
で
ふ
れ
あ

い
を
持
つ
中
で
、
自
然
に
異
文
化
や
ネ

イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
の
言
語
感
覚
を
身
に

つ
け
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
を
目
的
に
、
10
月
2
日
か
ら
キ
ャ
ス

リ
ー
ン
・
コ
リ
ン
ズ
さ
ん
が
初
登
園
。

通
称
「
キ
ャ
ッ
ツ
先
生
」
と
し
て
働
き

始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
回
で
６
年
目
を
迎
え
る

町
単
独
の
招
致
事
業
で
カ
ナ
ダ
の
ビ

シ
ョ
ッ
プ
ス
大
学
と
協
定
を
結
び
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
就
業
体
験
生

と
し
て
受
け
入
れ
る
も
の
で
、
期
間
は

10
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
約
10
ヶ
月

間
で
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
さ
ん
は
６
人
目
の

先
生
と
な
り
ま
す
。

　

２
日
の
初
登
園
に
あ
わ
せ
保
育
園
で

は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
キ
ャ
ッ
ツ
先
生
に
冠
と
メ
ダ

ル
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
全
員

の
名
前
入
り
写
真
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ッ
ツ
先
生
か
ら
は
英
語

の
絵
本
や
ト
ラ
ン
プ
だ
け
で
な
く
、
以

前
阿
武
町
に
来
た
ゾ
エ
先
生
と
ヴ
ァ
ル

先
生
か
ら
の
お
土
産
が
保
育
園
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
英
語
に
慣
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
積
極
的
に
キ
ャ
ッ
ツ
先
生
に
質

問
を
し
、
簡
単
な
単
語
の
答
え
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　

阿
武
町
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
園
で
働
く
意
気
込
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

A
．
子
ど
も
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊

ん
だ
り
、
日
本
文
化
を
学
ん
だ
り
し
た

い
で
す
。
ま
た
、
日
本
語
も
話
せ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
英
語
を
教

え
た
り
、
カ
ナ
ダ
の
文
化
も
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
阿
武
町
の
み
な
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

A
．
大
き
な
街
の
出
身
な
の
で
、
小
さ

な
こ
の
町
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験

し
た
い
で
す
。

　

以
前
阿
武
町
に
来
た
ゾ
エ
先
生
や

ヴ
ァ
ル
先
生
か
ら
「
阿
武
町
は
大
変
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
」
と
聞
い
て
い
る
の

で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
は

ま
だ
あ
ま
り
上
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
出
身
地　

カ
ナ
ダ 

ケ
ベ
ッ
ク
州

●
誕
生
日　

３
月
24
日
（
24
歳
）

●
家
族　

４
人
家
族（
父
・
母
・
兄
）

●
趣
味　

サ
ッ
カ
ー
・
ス
キ
ー
・
読
書

●
好
き
な
食
べ
物　

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ

　

タ
ー

●
こ
と
ば　

英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
の

　

ほ
か
、
日
本
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
を

　

勉
強
中

キ
ャ
ッ
ツ
先
生

だ
け
で
な
く
、

ゾ
エ
先
生
や

ヴ
ァ
ル
先
生
か
ら
の

お
土
産
も

園児から英語で質問

～阿武町立みどり保育園
　　外国人青年招致事業～

キャスリーン・コリンズ先生を
　　　　　　　紹介します！

早くも園児の
人気者
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阿
武
町
総
合
防
災
訓
練

奈
古
地
区
対
象
で
１
０
５
５
人
が
参
加

緊
迫
感
を
持
っ
た
訓
練
を
実
施

　

訓
練
は
未
明
か
ら
大
雨
が
降
り
続
き
、

福
岡
県
西
山
断
層
を
震
源
と
す
る
震
度
５

強
の
地
震
が
発
生
。
80
分
後
に
４
ｍ
の
津

波
が
沿
岸
部
に
到
達
、
各
地
で
様
々
な
土

砂
災
害
や
火
災
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る

中
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
中
心
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
実
に
則
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
意
識

し
、
奈
古
地
区
住
民
は
各
自
治
会
毎
に
避

難
訓
練
を
実
施
。
消
防
署
、
県
消
防
防
災

航
空
セ
ン
タ
ー
、
消
防
団
の
連
携
に
よ
る

消
火
訓
練
、
災
害
対
策
本
部
に
よ
る
安
否

確
認
等
の
通
信
訓
練
、
避
難
所
開
設
訓
練

等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
機
動
隊
に
よ
る
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
出
訓
練
や
、
特
殊
車
両
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
婦
人
会
や
社
協
で
結

成
さ
れ
た
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し

訓
練
も
行
わ
れ
、
よ
り
緊
迫
感
の
あ
る
中

で
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
内
容

○
対
象
地
区
住
民
（
奈
古
地
区
・
６

　

４
１
人
参
加
）

避
難
訓
練
、
消
火
器
使
用
訓
練
、

煙
避
難
訓
練
、
地
震
体
験
、
水
バ

ケ
ツ
消
火
体
験

○
対
象
地
域
外
住
民
（
宇
田
中
央
・

　

尾
無
畑
・
惣
郷
自
治
会
１
６
４
人

　

参
加
）　

避
難
訓
練
、
防
災
ミ
ニ
集
会
等

○
日
赤
奉
仕
団
（
婦
人
会
・
社
協
15

　

人
参
加
）

炊
き
出
し
訓
練

○
萩
市
消
防
職
員
（
11
人
参
加
）

各
現
場
の
指
揮
・
指
導
、
緊
急
車

両
展
示

○
県
消
防
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
（
６

　

人
参
加
）

空
中
消
火
訓
練
、
機
体
展
示

○
県
警
機
動
隊
・
警
察
署
（
10
人
参

　

加
）

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
・
車

両
展
示

○
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
２
人
参
加
）
非
常
電
話

○
消
防
団
員
（
１
２
６
人
参
加
）

消
火
訓
練
、
水
防
訓
練
、
人
命
救

助
訓
練
、
煙
避
難
指
導
等

○
役
場
職
員
（
61
人
参
加
）

災
害
対
策
本
部
訓
練
、
現
場
パ
ト

ロ
ー
ル
訓
練

○
役
場
・
支
所
宿
日
直
（
17
人
参
加
）

緊
急
放
送
訓
練

○
日
赤
山
口
県
支
部
（
２
人
参
加
）

　

応
急
手
当
方
法
紹
介
等

地
震
、
暴
風
雨
、
津
波
、
大
火
な
ど
の
災
害
を
想
定

110/防災ヘリきららの散水訓練防災ヘリきららの散水訓練

防災ヘリに
試乗しました
防災ヘリに
試乗しました

　

地
震
、
暴
風
雨
、
津
波
、
大
火
な
ど
に
よ
る
大
災

害
を
想
定
し
た
阿
武
町
総
合
防
災
訓
練
が
、
奈
古
地

区
を
対
象
に
阿
武
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
応
急
対
策
活
動
を
主
体
と
し
た
総

合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

関
係
機
関
相
互
の
緊
密
な
協
力
体
制
を
確
立
し
、
併

せ
て
地
域
団
体
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
消
防
等
の
関
係
機
関
を
含
め
１
０
５
５
人
が

参
加
し
、
対
象
地
区
で
あ
る
奈
古
地
区
の
住
民
は
６

４
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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倒壊家屋からの救出訓練

初期消火にあたる消防団協力隊

土のうづくり

特殊車両にまたがる

各特殊車両が勢揃い各特殊車両が勢揃い

車両火災を想定した泡消火訓練

水バケツ消火体験

災害伝言ダイヤルの使い方を学ぶ

日赤奉仕団による炊き出し 基本操法デモンストレーション

シート張り工法

　

９
月
30
日
に
、
宇
田
郷
中
央
消
防

器
庫
で
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
積
載

車
の
配
置
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
の
購
入
か
ら
24
年
経
過
し
た

こ
と
に
伴
う
更
新
で
、
宇
田
郷
の
浦

地
区
を
中
心
と
し
た
狭
い
路
地
で
の

消
火
活
動
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

配
置
に
際
し
て
水
津
幸
和
宇
田
郷

分
団
長
は
「
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
一
致
団
結
し
て
、

消
防
団
員
の
使
命
を
全
う
で
き
る
よ

う
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
置
式
後
に
は
車
両
の
説
明
を
受

け
、
特
殊
車
両
な
ら
で
は
の
操
作
を

細
か
く
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

宇
田
郷
中
央
消
防
器
庫
に

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

　
　
　

軽
積
載
車
を
配
置車両の説明を受ける消防団員
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総
務
省
の
委
託
を
受
け
山
口
県
と
市

町
が
協
議
会
を
組
織
し
て
行
う
〝
国
内

版
〞
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

が
９
月
4
日
か
ら
21
日
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
都
市
部
の
大
学
生
な
ど
次
代

を
担
う
若
者
が
、
一
定
期
間
地
方
に
滞

在
し
、
働
き
な
が
ら
地
域
住
民
と
の
交

流
を
通
し
て
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
。
若

者
の
県
内
回
帰
の
流
れ
を
創
り
出
し
、

将
来
の
移
住
・
定
住
や
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
受
け
入
れ
を
行
っ
た
の
は
福
賀

梨
生
産
組
合
（
水
津
明
文
組
合
長
）

で
、
参
加
者
は
愛
知
県
か
ら
則
武
亜
希

さ
ん
（
社
会
人
）
と
神
谷
智
咲
さ
ん

（
大
学
３
年
生
）
の
２
人
。
梨
の
収
穫

作
業
と
選
果
作
業
に
加
え
、
ス
ー
パ
ー

や
南
水
ま
つ
り
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
従
事

し
ま
し
た
。

　

就
労
の
傍
ら
、
民
泊
や
農
漁
家
民
宿

に
泊
ま
り
、
休
日
に
は
町
内
の
散
策
や

県
内
各
地
で
観
光
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の

う
ち
神
谷
さ

ん
は
「
田
舎

暮
ら
し
、
農

作
業
体
験
を

通
じ
て
自
分

の
考
え
方
を

見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
再
び
訪

れ
た
い
で
す
」
、
受
け
入
れ
先
の
水
津

組
合
長
は
「
梨
の
作
業
は
短
期
間
集
中

で
と
て
も
忙
し
い
の
で
貴
重
な
戦
力
。

若
い
2
人
と
仕
事
が
で
き
、
良
い
刺
激

に
も
な
り
ま
し
た
」、
２
人
の
受
け
入

れ
で
民
泊
を
行
っ
た
河
野
康
代
さ
ん

（
西
の
一
）
は
「
娘
の
よ
う
な
二
人
、

ま
た
来
て
ほ
し
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
春
休
み
と
な
る
平
成
30
年
２

月
か
ら
３
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
け

入
れ
団
体
と
宿
泊
先
を
募
集
中
で
す
の

で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

役
場
ま
ち
づ
く
り
推

　

進
課　

☎
２
ー
３
１
１
１

梨
の
収
穫
・
選
果
作
業
等
で
受
け
入
れ

　
　

ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

梨を収穫する則武さん

収穫を手伝う神谷さん（左）

　

農
林
水
産
省
の
職
員

（
入
省
２
年
目
）佐
川
城

一
さ
ん
が
農
業
を
現
場

で
学
ぶ
農
村
研
修
が
、

9
月
4
日
か
ら
30
日
間

（
農
）う
も
れ
木
の
郷
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
稲
刈

り
や
ほ
う
れ
ん
草
な
ど

の
農
産
物
収
穫
を
は
じ

め
、
地
元
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
地
域
の

方
々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
と
し
て
勤
務
さ
れ
て

い
る
佐
川
さ
ん
は
9
月
27
日
に
は
の
う
そ
ん
セ
ン

タ
ー
で
先
端
農
業
技
術
講
演
会
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
技
術
革
新
が
拓
く
こ
れ
か
ら
の
農
業
」
と
題
し

て
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
田
植
え
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に
つ
い
て
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
川
さ
ん
は
「
今
回
の
研
修
で
は
普
段
の
業
務
で

は
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
現
場
の
実
態
、
課
題

を
学
び
ま
し
た
。
伝
統

と
新
し
い
技
術
を
上
手

く
組
み
合
わ
せ
て
こ
れ

ら
を
解
決
し
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
所
得
安
定
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
を
現
場
で
学
ぶ

農
業
を
現
場
で
学
ぶ

　

農
林
水
産
省
職
員
が

　

農
林
水
産
省
職
員
が

う
も
れ
木
の
郷
で
農
村
研
修

う
も
れ
木
の
郷
で
農
村
研
修

農
業
を
現
場
で
学
ぶ

　

農
林
水
産
省
職
員
が

う
も
れ
木
の
郷
で
農
村
研
修

　

９
月
22
日
に
町

民
セ
ン
タ
ー
講
座

室
で
、
第
２
回
阿

武
町
図
書
館
等
整

備
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
年
４
回

開
催
予
定
の
第
２

回
目
で
は
、
委
員

を
２
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
自
由
に
意

見
を
出
し
合
い
、

今
後
の
整
備
に
対
す
る
考
え
や

思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
他
市
町
の
公
立

図
書
館
を
視
察
し
た
様
子
を
見

な
が
ら
、
委
員
か
ら
は
「
図
書

館
に
限
ら
ず
、
地
域
の
交
流
拠

点
と
し
て
も
機
能
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
意
見
な
ど
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
た
意
見
を
叩
き
台
と

し
、
次
回
の
委
員
会
で
集
約
し

て
い
く
予
定
で
す
。

稲刈りを手伝う佐川さん

検討委員会の様子

講演で「スマート農業」を説明中

自由な意見と活発な議論
第２回阿武町図書館等
整備のあり方検討委員会

か
た
わ



ナ
イ
ス
ス
ロ
ー
！

ナ
イ
ス
ス
ロ
ー
！

炭酸がしみる
～

炭酸がしみる
～

宇田
郷地区　９／２４

阿武小･中合同　９／
１８

スポーツの秋！！
各地区で行われている運動会
を写真で紹介します。

置いてかない
で～

置いてかない
で～

足をそろえて前進
足をそろえて前進

先に取るのは
どっちだ！？

先に取るのは
どっちだ！？

息ぴったりの

二人三脚
息ぴったりの

二人三脚

ハードルを軽
々

飛び越える
ハードルを軽

々

飛び越える

足を引きずられ

ながらも死守
足を引きずられ

ながらも死守

ＶＳ　応援合戦
ブルゾン対決

ＶＳ　応援合戦
ブルゾン対決

勝負は最後まで
分からない

勝負は最後まで
分からない

任
せ
て
！

任
せ
て
！

ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　
　

見
事
完
成

ピ
ラ
ミ
ッ
ド

　
　

見
事
完
成

イッチニッ！
 イッチニッ！

イッチニッ！
 イッチニッ！

13

2
個

取
っ
ち
ゃ
え
！

2
個

取
っ
ち
ゃ
え
！

よ
し
！
入
っ
た
！

よ
し
！
入
っ
た
！

後
は
頼
ん
だ
よ
！

後
は
頼
ん
だ
よ
！

落とさないよ
うに

息を合わせて
落とさないよ

うに

息を合わせて

毎
年
恒
例
の

白
粉(

お
し
ろ
い)

毎
年
恒
例
の

白
粉(

お
し
ろ
い)

ゴールを目指し
駆け抜ける
ゴールを目指し
駆け抜ける
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山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

　

も
の
づ
く
り
工
房asta*base

とB
A
R

フ
ジ
ヤ

マ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
、
海
外
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
「
呑
み
ボ
ー
ド
」
が
９
月
23
日
に
、
ま

た
、
懐
か
し
の
ミ
ニ
四
駆
を
コ
ー
ス
で
走
ら
せ
る

「
呑
み
四
駆
」
が
９
月
24
日
にasta*base

工
房
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

呑
み
ボ
ー
ド
で
は
ド
イ
ツ
ゲ
ー
ム
の
代
表
格

「
カ
タ
ン
の
開
拓
者
た
ち
」
な
ど
珍
し
い
ゲ
ー
ム

で
大
盛
り
上
が
り
。
呑
み
四
駆
で
は
工
房
内
に
設

置
さ
れ
た
コ
ー
ス
で
走

ら
せ
て
い
る
と
、
近
く

の
菅
原
神
社
秋
祭
り
に

来
て
い
た
親
子
連
れ
が

興
味
津
々
の
様
子
で
訪

れ
ま
し
た
。
両
日
と
も

町
内
外
か
ら
20
人
近
い

お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
工

房
内
は
笑
い
と
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に
は
キ
ッ

ズ
ス
テ
ッ
プ
D
I
Y
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
町
内
外
か
ら
10
人

近
い
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

　

武
道
館
改
修
を
記
念
し
て
、
9
月
16
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
で
リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
大
野
将
平
選

手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

＆
柔
道
教
室
が
行
わ
れ
、

柔
道
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
な
ど
町
内
外
か
ら
約
１

０
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

前
半
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
は
リ
オ
五
輪
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ

を
見
な
が
ら
当
時
を
振
り

返
り
、「
２
大
会
連
続
で

山
口
県
出
身
の
選
手
が
五
輪
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
五
輪
に
出
場
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
実
は
そ
う
遠
く
な
い

目
標
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
柔
道
教
室
で
は
、
大
野
選
手
の
兄
も
加
わ
り
、
柔

道
演
武
と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
野
選
手
の
得
意

技
〝
大
外
刈
り
〞
を
伝
授
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
「
苦
手

だ
っ
た
大
外
刈
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
大
野
選
手
た
ち
を
相
手
に
1
人
30
秒
の
組

み
手
を
行
い
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
激
し
い
攻
防
を
繰
り
広
げ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
野
選
手
は
「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
目
標

に
な
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
誇
る
美
し
い
柔
道
に
精
進
し
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

〝
奈
古
の
天
神
様
〞
菅
原
神
社

（
東
方
）の
秋
祭
り
が
９
月
24
・
25

日
の
２
日
間
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
舞
を
奉
納
し
た
の
は
、

阿
武
小
１
年
の
池
田
希
穗
さ
ん
、

池
田
里
穗
さ
ん
姉
妹（
岡
田
橋
）、

金
﨑
美
由
さ
ん（
水
ヶ
迫
）と
、
久

保
田
芙
優
さ
ん（
美
里
）の
４
人
。

巫
女
の
舞
保
存
会
の
指
導
の
も

と
、
９
月
１
日
か
ら
約
３
週
間
ほ
ぼ
毎
日
練
習
を
重
ね
、
当

日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

24
日
夜
は
菅
原
神
社
の
鳥
居
の
前
で
、
25
日
は
奈
古
町
内

を
ま
わ
り
、
疫
病
防
止
と
五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。

　

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
９
月
21
日
〜
30
日
ま
で
の
10
日

間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。阿
武
町
で
も
期
間

中
、
朝
と
夕
方
に
国
道
な
ど
の
危
険
箇
所
な
ど
で
街
頭
指
導

を
は
じ
め
、
21
日
に
は
各

地
区
で
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作

戦
を
実
施
。
地
元
高
校
生

徒
会
や
婦
人
会
、
交
通
安

全
協
会
会
員
、
交
通
指
導

員
な
ど
が「
事
故
な
し
」に

か
け
て
福
賀
特
産
な
し
や

高
校
生
製
作
の
マ
ス
コ
ッ

ト
な
ど
を
手
渡
し
な
が
ら
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

安
全
運
転
で
事
故
は
〝
な
し
〞

　
　

秋
の
交
通
安
全 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦

事故“なし”でお願いします

4
人
の
巫
女

4
人
の
巫
女

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
美
し
い
技

大
野
将
平
選
手
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
柔
道
教
室

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
美
し
い
技

大
野
将
平
選
手
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
柔
道
教
室

伝
統
の
巫
女
の
舞
を
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
神
社
秋
祭
り

伝
統
の
巫
女
の
舞
を
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
神
社
秋
祭
り

金メダルの重さにビックリ
大野選手を投げよう
と技をかける

呑みボードはいろんなゲームで
大盛り上がり

ミニ四駆に興味津々BAR フジヤマもお酒を提供子どもたちもDIYに挑戦

ＢＡＲ フジヤマ × asta*baseコラボで笑顔
呑みボード＆呑み四駆

ア　ス　タ　　　　　ベ　ー　スバ　　ー
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場まちづくり推進課広報統計係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp

　

大
豆
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
・
豆
腐
に
加
工
さ
れ
る
過
程
を

学
ぶ
「
こ
ど
も
ら
ぼ
」
の
活
動
は
え
だ
ま
め
の
収
穫
の
時
期

を
迎
え
、
9
月
23
日
に
福
賀
地
区
上
万
で
収
穫
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
背
丈
ほ
ど
に
も
育
っ
た
大
豆
の
葉

か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
え
だ
ま
め
が
採
れ
ま
し
た
。
上
万
集

会
所
で
は
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
の
方
々
が
塩
茹
で
し
た
採
れ
た

て
え
だ
ま
め
と
、
薬
草
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
と
お
茶
を
ご
ち

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
に
は
第
2
回
目
と
な
る
星
空
観
測
が
道
の
駅
阿

武
町
下
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
土
星
や
ベ
ガ
、
ア
ル
タ
イ

ル
な
ど
を
観
測
し
、
前
回
と
は

違
っ
た
星
座
に
子
ど
も
た
ち
も

保
護
者
も
興
味
深
く
夜
空
を
見

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
い
よ
い
よ
大
豆
を
収

穫
予
定
で
す
。
今
ま
で
の
活
動

な
ど
、
詳
し
く
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
0
8
3
8
8
ー
2
ー
3
1
1
1

　

阿
武
小
児
童
が
地
元
生

産
者
や
農
産
物
に
直
接
触

れ
、
地
産
地
消
の
大
切
さ

を
学
ぶ
「
地
産
地
消
交
流

会
」
を
開
催
。

　

9
月
12
日
に
、
福
賀
上

万
原
に
あ
る
福
賀
梨
生
産

組
合
の
水
津
明
文
組
合
長

所
有
の
梨
園
で
、
阿
武
小

学
校
３
年
生
に
よ
る
二
十

世
紀
梨
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ツ
を
教
わ
り
な

が
ら
、
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
は
台
を
使
っ
て
収
穫
。
た
く

さ
ん
の
梨
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

9
月
25
日
に
は
阿
武
小
学
校
給
食
に
二
十
世
紀
梨
が
登

場
。
甘
く
て
美
味
し
い
梨
を
食
べ
な
が
ら
、
同
席
し
た
水
津

組
合
長
か
ら
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
29
日
に
は
あ
ぶ
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
指
導

で
、
阿
武
小
３
年
生
が
梨
ジ
ャ
ム
作
り
に
挑
戦
。
梨
の
皮
む

き
器
や
糖
度
計
な
ど
珍
し
い
道
具
に
興
味
津
々
。
正
確
な
時

間
配
分
と
分
量
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
美
味
し
い
ジ
ャ
ム
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
生
が

　

収
穫
・
試
食
・
加
工
ま
で
を
体
験

　
　
　
　

地
産
地
消
推
進
事
業
の
取
り
組
み

小
学
生
が

　

収
穫
・
試
食
・
加
工
ま
で
を
体
験

　
　
　
　

地
産
地
消
推
進
事
業
の
取
り
組
み

丁寧に梨を収穫丁寧に梨を収穫

　

阿
武
町
の
資
源
を
活

用
し
て
道
の
駅
等
で
の

販
売
や
贈
答
品
、
ふ
る

さ
と
寄
附
の
お
礼
の
品

な
ど
阿
武
町
の
魅
力
を

発
信
す
る
「
阿
武
町
特

産
品
開
発
支
援
事
業
」

の
審
査
会
が
９
月
27
日

に
役
場
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
応
募
さ
れ
た
の

は
町
内
か
ら
３
業
者

で
、
審
査
会
で
は
応
募

者
が
企
画
商
品
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
会
で
は
、
８
人
の

審
査
員
が
、
郷
土
性
、
創
意
工
夫
性
な
ど
４
項
目
に
つ
い
て

採
点
・
総
合
審
査
を
行
い
、
次
の
２
企
画
に
補
助
金
交
付
が

決
定
し
ま
し
た
。

▼
あ
ぶ
り
ん
「
醇
Ｊ
Ｕ
Ｎ
（
酒
粕
ク
ッ
キ
ー
）」

　

三
好
酒
造
で
生
産
さ
れ
る
日
本
酒
「
阿
武
の
鶴
」
の
製
造

工
程
で
生
ま
れ
る
酒
粕
と
、
町
内
産
の
山
田
錦
の
米
粉
や
豆

乳
を
利
用
し
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
焼
き
菓
子

▼
企
業
組
合
あ
ぶ
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
「
あ
ぶ
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
の

ジ
ャ
ム
を
使
っ
た
お
菓
子（
仮
）」

　

阿
武
町
産
の
キ
ウ
イ
や
梨
、
に
ん
じ
ん
な
ど
の
ジ
ャ
ム
を

使
っ
た
お
菓
子
（
マ
ド
レ
ー
ヌ
）

　

阿
武
町
特
産
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
の
上
限
は
50
万
円

で
平
成
31
年
ま
で
毎
年
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
0
8
3
8
8
ー
2
ー
3
1
1
1

阿
武
町
特
産
品
開
発
支
援
事
業

　
　
　

応
募
３
企
画
の
う
ち
２
企
画
を
採
用

みんなでえだまめを収穫
９月の「こどもらぼ」

審査会の様子審査会の様子

茹でたてのえだまめに手が止まらない茹でたてのえだまめに手が止まらない 葉をかき分けて進む収穫隊葉をかき分けて進む収穫隊

教えて！水津組合長！教えて！水津組合長！

100ｇぴったりできるかな？100ｇぴったりできるかな？
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人
が
集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に

「
下
請
酒
場
Ｂ
Ａ
Ｒ
フ
ジ
ヤ
マ
」
が

　
　
　
　
　
　

９
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

人
が
集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に

「
下
請
酒
場
Ｂ
Ａ
Ｒ
フ
ジ
ヤ
マ
」
が

　
　
　
　
　
　

９
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

　

21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所(

通
称:

ラ

ボ)

の
第
17
回
講
座
が
９
月
23
日
、
奈
古
地

区
の
旧
奈
古
薬
局
で
行
わ
れ
26
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ
う
！

床
張
り
壁
張
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
し
、
今
年
２
月
に
家
の
解
体
現
場
か
ら

回
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
床
材
を
使
い
、

旧
奈
古
薬
局
１
階
フ
ロ
ア
の
床
張
り
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
に
は
２
階
の
壁

張
り
も
実
施
。
参
加
者
は
カ
ナ
ヅ
チ
で
の

釘
打
ち
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
レ
ー
ザ
ー

丸
ノ
コ
を
使
っ
た
木
材
切
り
に
も
挑
戦
。

自
ら
の
手
を
動
か
し
な
が
ら
、
羽
目
板
を

右
上
が
り
に
斜
め
張
り
さ
れ
た
壁
は
施
設

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

　

オ
ー
ナ
ー
の
鍋
倉
旭
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

―

お
店
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鍋
倉　

ウ
イ
ス
キ
ー
を
中
心
と
し

た
お
酒
や
軽
食
を
提
供
す
る
バ
ー

で
す
。
メ
イ
ン
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

は
阿
武
町
出
身
の
吉
岡
風
詩
乃
さ

ん
で
、
地
元
と
よ
そ
者
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
魅
力
の
発
信
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

誰
か
が
始
め
れ
ば
、
後
に
続
く
人

た
ち
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

―

阿
武
町
で
開
業
し
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
。

鍋
倉　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
す
る
中
で
、
町
内
外
の
若

い
人
た
ち
が
交
流
す
る
場
、
阿
武

町
を
知
ら
な
い
人
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
空
間
が
必
要
だ
と
思
い
ま

し
た
。
お
店
が
出
来
る
の
を
待
つ

よ
り
、
自
分
で
つ
く
っ
た
方
が
早

　

オ
ー
ナ
ー
の
鍋
倉
旭
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

―

お
店
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鍋
倉　

ウ
イ
ス
キ
ー
を
中
心
と
し

た
お
酒
や
軽
食
を
提
供
す
る
バ
ー

で
す
。
メ
イ
ン
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

は
阿
武
町
出
身
の
吉
岡
風
詩
乃
さ

ん
で
、
地
元
と
よ
そ
者
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
魅
力
の
発
信
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

誰
か
が
始
め
れ
ば
、
後
に
続
く
人

た
ち
が
い
る
か
も
し
れ
な
い

―

阿
武
町
で
開
業
し
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
。

鍋
倉　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
す
る
中
で
、
町
内
外
の
若

い
人
た
ち
が
交
流
す
る
場
、
阿
武

町
を
知
ら
な
い
人
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
空
間
が
必
要
だ
と
思
い
ま

し
た
。
お
店
が
出
来
る
の
を
待
つ

よ
り
、
自
分
で
つ
く
っ
た
方
が
早

「
ひ
と
り
」
で
は
で
き
な
い
こ
と
も

「
み
ん
な
」
で
挑
戦

　

現
在
改
修
が
進
ん
で
い
る
旧
奈
古
薬
局

は
、
み
な
さ
ん
の
手
を
借
り
な
が
ら
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
頃
ひ
と
り
で
は
経
験
で
き
な
い
作

業
も
、
み
ん
な
と

一
緒
な
ら
挑
戦
の

ハ
ー
ド
ル
も
下
が

る
は
ず
。
初
め
ま

し
て
の
方
も
地
域

の
み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
１
度
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

２１世紀の暮らし方研究所　通信
～阿武町版総合戦略を進めています～　TsuQuRoプロジェクト

１階の床材を釘打ち

旧奈古薬局２階の壁張りも進みました！

い
な
と
い
う
思
い
つ
き
か
ら
自
己

資
金
と
町
の
補
助
金※

で
お
店
を

開
き
ま
し
た
。

居
心
地
の
良
い
た
ま
り
場
を
阿
武

町
に
つ
く
り
、
人
が
集
ま
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る

―

今
後
ど
う
い
う
お
店
に
し
て
い

き
た
い
で
す
か
。

鍋
倉　

は
る
ば
る
阿
武
町
ま
で
来

た
な
ら
ば
、
泊
ま
っ
て
帰
り
た

い
。
そ
ん
な
ニ
ー
ズ
に
も
お
答
え

で
き
る
よ
う
に
、
準
備
が
整
い
次

第
、
宿
泊
プ
ラ
ン
も
ご
用
意
し

て
、
阿
武
町
に
滞
在
で
き
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
予
定
で
す
。

　

基
本
的
に
は
水
・
木
・
金
の
週

３
日
、
午
後
６
時
か
ら
お
店
を
開

け
て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

も
や
っ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
も
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

い
な
と
い
う
思
い
つ
き
か
ら
自
己

資
金
と
町
の
補
助
金※

で
お
店
を

開
き
ま
し
た
。

居
心
地
の
良
い
た
ま
り
場
を
阿
武

町
に
つ
く
り
、
人
が
集
ま
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る

―

今
後
ど
う
い
う
お
店
に
し
て
い

き
た
い
で
す
か
。

鍋
倉　

は
る
ば
る
阿
武
町
ま
で
来

た
な
ら
ば
、
泊
ま
っ
て
帰
り
た

い
。
そ
ん
な
ニ
ー
ズ
に
も
お
答
え

で
き
る
よ
う
に
、
準
備
が
整
い
次

第
、
宿
泊
プ
ラ
ン
も
ご
用
意
し

て
、
阿
武
町
に
滞
在
で
き
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
予
定
で
す
。

　

基
本
的
に
は
水
・
木
・
金
の
週

３
日
、
午
後
６
時
か
ら
お
店
を
開

け
て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

も
や
っ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
も
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

オーナーの鍋倉さん（右）と
バーテンダーの吉岡さん（左）
オーナーの鍋倉さん（右）と
バーテンダーの吉岡さん（左）

旧奈古薬局裏にオープン旧奈古薬局裏にオープン

　　　 10月21日（土）  
場所：旧奈古薬局（阿武町大字奈古２７００番地１）
内容：みんなでやってみよう！第３弾！「壁塗りワークショップ♪」
★開始20分前までに道の駅阿武町温水プール前に集合
　していただくと、会場までご案内します。
★参加を希望される方は◎参加希望時間、◎氏名、◎
　連絡先をご連絡ください。
◆問い合わせ　21世紀の暮らし方研究所事務局
　（役場まちづくり推進課）☎２－３１１１

次回ラボのご案内
ご参加くだ
さい(̂ )̂

①9:00～12:00
②13:30～16:30

新たな
町の動き

※企業化支援補助金：町内居住（予定）者を対象に、企業時における必要な資金を補助（限度額50万円）

バ　
　

ー

バ　
　

ー



17

イチ
ゴジ
ャム

製造
高齢者体験

秋野菜の定植、播種 奈　

古　

高　

校

萩
高
校
奈
古
分
校
は
今

●学校祭に向けて　学校祭に向け て、農
産物や食品加工品等販売物の準備を始めています。
　総合学科１年次生が「農業と環境」の授業で、キャ
ベツの定植およびダイコンの播種を行い、栽培した
キャベツとダイコンを学校祭で販売します。この他に
もシクラメン、ポインセチアなど鉢ものやパンジー、
ビオラなどの苗ものなどを栽培し、販売を予定してい
ます。
　また、生物資源科学科３年生および総合学科２年次
生の「総合実習」でイチゴジャムの製造を行いまし
た。今年度から「イージーオープンエンド缶」を新た
に導入し、お召し上がりの際は、缶切りを使わず開封
できるようになりました。他にもマーマレード、キウ
イジャム、米みそ、ロースハム、ベーコン、ブロイラ
の燻製を製造し、販売を予定しています。
　今年度の学校祭は、１１月１９日（日）に行います。当
日は農業生産品の販売や展示等本校ならではの学校祭
を企画しています。また、「阿武町のさん３ふるさと
祭り」と同日開催です。是非ご来場ください。
●「産業社会と人間」系列体験学習　総合学科では、
２年次生から普通系列と農業・生活系列に分かれま

す。そのため、「産業社会 と人間」の授業
で実習を伴う農業・生活系列の体験学習を行い、１年
次生はどの系列に適するかを探求しています。
　９月１１日（月）に「生活と福祉」に関する実習とし
て高齢者介護を体験しました。
　まず、生徒が高齢者体験グッズを身に付け、高齢者
の体の動き方を疑似体験し、高齢者の行動や気持ちを
理解しました。また、高齢者を援助する体験も行い、
高齢者に対してどのような支援が必要かを考えました。
　続いて高齢者介護には欠かせないベッドメーキン
グ、食事の介助についての体験を行いました。それぞ
れ高齢者介護には必要な技術で、生徒同士で確認し合
い、助け合って実習を行っていました。
　生徒の感想には、「高齢者介護には、ベッドメーキン
グや食事の際にも色々な知識が必要と分かった」、
「高齢者の方に理解して頂けるように伝えるには、ど
うしたらよいかを考えてみたい」等あり、高齢者介護
への理解と関心が高まりました。
　この他にも「食品製造」、「野菜」、「フードデザイ
ン」の各科目の体験を行い、生徒たちはそれぞれの選
択科目の特徴について理解を深めていました。

山口県では、家庭の元気応援キャンペーンを展開しています。
　　10月は「やまぐち家庭教育支援強化月間」です！
スローガン「早寝早起き朝ごはん本を読んで外遊び　みんな仲良く今日も元気」
◆問い合わせ　山口県教育庁社会教育・文化財課　☎083－933－4661

家庭の元気
応援キャン
ペーンキャ
ラクター

ファミリン
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町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
上
位
独
占
!!

　

９
月
23
日
に
、
町
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ピ
ッ

タ
リ
の
晴
天
の
下
、
福

賀
地
区
か
ら
は
22
人
の

方
が
参
加
さ
れ
、
総
勢

約
70
人
で
優
勝
を
目
指

し
競
い
合
い
ま
し
た
。
日
頃
は
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
傾

斜
の
あ
る
福
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
技
を
磨
い
て
い

ま
す
が
、
い
つ
も
の
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
の
芝
生
と
で
は
、
感
覚
が
大
き
く
異
な
り
、
み
な
悪
戦

苦
闘
。
し
か
し
終
わ
っ
て
み
れ
ば
福
賀
地
区
参
加
者
が
上

位
独
占
と
な
り
、
一
同
は
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

鍾
馗
が
舞
い
戻
る
!! 

復
活
神
楽
に
感
動

福
田
八
幡
宮
例
大
祭

　

９
月
24
日
に
福
田
八
幡
宮
例
大
祭
で
、
福
賀
神
楽
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
途
絶
え
て
い
た
神
楽
が
、
地
元
有

志
の
方
々
に
よ
り
復
活
・
再
生
さ
れ
、
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
々
か
ら
は
「
頑
張
っ
た

ね
、
感
動
し
た
！
」
と
賞
賛
の
嵐

に
、
演
者
は
恐
縮
。
皆
さ
ん
が
復

活
・
再
生
を
待
ち
望
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
り
、

一
同
気
を
引
き
締
め
直
し
ま
し

た
。
今
回
の
演
目
は
鐘
馗
で
し
た

が
、
今
後
も
練
習
を
重
ね
、
よ
り

キ
レ
の
あ
る
所
作
や
間
の
取
り
方

を
深
め
、
他
の
演
目
に
も
挑
戦
す

る
よ
う
で
す
。
が
ん
ば
れ
！
福
賀

神
楽
舞
!!

第
1
1
5
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
21
日
に
宇
田
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
１
１
５
回
宇

田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
、
31
人
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
フ
リ
ー
の
部
】　

★
優　

勝　

清
水　

清
美
（
宇
田
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　

★
準
優
勝　

近
藤　

政
一
（
宇
田
中
央
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】　

★
優　

勝　

清
水　

紀
美
子
（
宇
田
浦
）

　
　
　
　
　
　
　
　

★
準
優
勝　

中
村　

雅
子
（
宇
田
中
央
）

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】
★
優　

勝　

武
村　

幸
一
（
宇
田
中
央
）

　
　
　
　
　
　
　
　

★
準
優
勝　

岩
本　

清
（
宇
田
中
央
）

　
ハ
ン
デ
ィ
で
全
員
に
チ
ャ
ン
ス
！

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

９
月
28
日
に
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
萩

店
で
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
主
催

の
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
、
19
人
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

年
２
回
開
催
の
大
会
で
、
出
場

さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
最
初
か
ら
ハ

ン
デ
ィ
を
加
算
。
前
回
入
賞
者
も
含
め
高
得
点
を
出
さ
れ
た
方

は
減
点
さ
れ
る
た
め
、
全
員
に
入
賞
の
チ
ャ
ン
ス
が
！

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】
★
優　

勝　

茂
刈　

立
也
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　

★
準
優
勝　

堀
山　

利
明
（
惣
郷
）

【
女
性
の
部
】
★
優　

勝　

惠
美
奈　

美
智
代
（
宇
田
浦
）

　
　
　
　
　
　

★
準
優
勝　

齋
藤　

豊
子
（
惣
郷
）

　
　

慣れない芝生でも
入賞できました復活を遂げた神楽舞

入賞された皆さん入賞された皆さん

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
が
ん
ば
る
ぞ
!!

奈
古
寿
齢
大
学

　

９
月
26
日
に
奈
古
寿
齢
大
学
９
月

講
座
を
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
派
遣
社
会
教
育
主
事
の

宮
﨑
先
生
指
導
の
も
と
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
〝
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
〞
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
〝
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
〞
は
ラ
ダ
ー
（
は
し
ご
）
状
に

な
っ
た
ゴ
ー
ル
に
、
ヒ
モ
で
つ
な
が
っ
た
２
つ
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

受
講
生
20
人
を
「
香
香
」、「
や
ろ
う
か
い
」、「
釜
市

郷
」、「
利
子
ち
ー
む
」
の
４
チ
ー
ム
に
分
け
宮
﨑
先
生
の

実
況
の
中
、
対
戦
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
プ
レ
ー
し
、
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
あ
り
、
逆
転
あ
り
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

至
誠
館
大
学
の
お
姉
さ
ん
と
バ
レ
ー
教
室

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
部

　

10
月
３
日
に
奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
部
が
至
誠

館
大
学
バ
レ
ー
部
を
招
い
て
バ

レ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
準
備
運

動
や
オ
ー
バ
ー
パ
ス
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
な
ど
基
本
と
な
る
動

き
や
技
術
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
練
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、

練
習
の
最
後
に
ア
タ
ッ
ク
練
習
を
見
学
し
、
そ
の
迫
力
に

刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
少
の
主
将
は
「
こ
の
練
習
を
次
の
大
会
に
生
か
し

て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」、
至
誠
館
大
学
の
主
将
は
「
教

え
る
こ
と
で
基
本
の
練
習
に
な
り
ま
し
た
。
上
達
が
目
に

見
え
る
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
お
互
い
実
の
あ
る
バ

レ
ー
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

みんなで、それいけっ！上手にできたかな？

し
ょ
う
き

し
ょ
う  

き
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かんな

10月生まれ

松
田
栞
奈
ち
ゃ
ん（
岡
田
橋
）

平
成
28
年
10
月
25
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
諒
太
さ
ん
・（
マ
マ
）
温
美
さ
ん

　

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
松

田
か
ん
な
で
す
。

　

大
き
な
お
く
ち
で
ご
は
ん
を
た

く
さ
ん
食
べ
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い

で
す
！

　

あ
ん
よ
が
し
っ
か
り
マ
ス
タ
ー

で
き
た
ら
お
兄
ち
ゃ
ん
と
公
園
で

遊
ん
だ
り
、
お
散
歩
を
楽
し
む

ぞ
ー
！

　

見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ね
^^

か
ん　
な

教育のひろば

　福賀小学校は、全校児童15名、教職員７名です。豊かな自然と温かい地域の皆さんに支えられ、子
どもたちはのびのびと元気に育っています。
　今回は、福賀小学校の今年度の取組から、３つご紹介します。

　今年度は、３年生から６年生までの児童10名で、
福賀ふるさと夢太鼓に取り組んでいます。朝学習や、
クラブ活動の時間を活用して、練習を積んでいます。
保護者や、地域の太鼓経験者の方より、叩き方やコツ
を指導していただいています。
　今年度は、9月6日福賀地区の敬老会、24日福田八
幡宮の例祭にて太鼓演奏を披露しました。11月5日大
農業祭りや、12月の町民音楽祭でも披露する予定で
す。一回一回の経験を糧にして、技に磨きをかけてい
きます。

夢に向かって　自ら学び　心豊かに
たくましく　生きる 児童の育成を目指します

福賀小学校

　合同学級ＰＴＡとは、児童・保護者・教職員の親睦
を深めるために開催している行事です。昨年度は、津
和野町でそば打ち体験を行いました。今年度は、阿武
町奈古の土海岸にて、地元の漁師の方のご協力を得
て、地引き網体験とバーベキューをしました。
　子どもも大人も地引き網は初めてという人が多かっ
たようで、とても盛り上がりました。網にかかったた
くさんの魚を見て、子どもたちは歓声をあげていまし
た。漁師さんのおかげで、貴重な体験をすることがで
きました。

　今年度、福賀小学校はへき地複式教育研究大会にお
いて５年に一度の授業公開をすることになりました。
「自分の思いや考えをわかりやすく表現し合い、進ん
で追究する児童の育成」を目指して、ふるさとにある
身近なものを活用した複式学級の授業づくりに励んで
います。阿武町・萩市・長門市方面から多数の先生方
が参観される予定です。子どもたちが自分たちで学習
を進めていくリーダー学習や、地域素材を教材化する
ことに取り組んでいます。子どもたちの意欲が高まる
ような授業づくりを目指しています。

～合同学級PTA～

～へき地複式教育研究
大会に向けての取組～

～福賀ふるさと夢太鼓～



みんなで声かけ合って
　　　『健診に行こう！』

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

健康習慣⑦

みんなで実践！

冬場も元気に過ごそう！
　　　～インフルエンザ対策～

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町

♪

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町

♪
健康習慣⑧

みんなで実践！

みなさん、今年の健診は
受けましたか？
　集団健診は身近な場所で受け
られ、全ての健診の受診が可能
です。ぜひ、利用しましょう。

　インフルエンザにかかりやすい季節が近づきました。インフルエンザを知
り、かからないように日頃から予防に心がけましょう！

症　　　状：
　38℃以上の熱、全身のだるさ、関節の痛み、
　頭痛が風邪に比べて比較的急速に現れる。併せ
　て鼻水、咳、のどの痛み症状がある。
流行の時期：
　12月～３月に流行（１月～２月がピークだが、
　4月、5月にも罹ることもある）
潜伏期間：
　１日～３日（まれに１週間のこともある）
感染の仕方：
　●飛沫感染（感染した人の咳やくしゃみのしぶ
　　きを吸い込んで感染）
　●接触感染（ウイルスがついている
　　手指や物品を触って、その手で口
　　や鼻を触って粘膜から感染）
予防方法：
　①手洗い、うがいをする
　②換気をする

　③外出や人混みは避ける
　④適度な湿度を保つ（50～60％）
　⑤十分な休養とバランスのとれた栄養を摂る

・具合が悪い場合は、早めに医療機関を受診す
る。
・安静にして、睡眠を十分にとる。
・水分を十分に補給する。お茶でもスープでも飲
みたいものを摂るようにする。
・咳やくしゃみ等の症状がある場合は、周囲の人
へうつさないように、マスクを着用する。
・鼻水を拭いたティッシュはすぐにごみ箱に捨て
る。
・外出や人混みを避け、無理をして職場等に行か
ないようにする。
・可能な場合は、寝る時に感染している人と感染
していない人の部屋を分ける。

『集団健診』を利用しましょう！
11月26日（日）　８:00～10:00 阿武町町民センター（奈古）

下記に当てはまる方！集団健診がお勧めです
　□仕事が忙しくて平日に休めない
　□希望する病院に予約が取れない
　□職場でがん検診を受ける機会がない
　□病院に予約をとるのが面倒だ
　□受けた方がいいことは分かっている
　□健診を受けるかどうか迷っている

特定健診とがん
検診が同日に受
けられます。

職場でがん検診を受
ける機会のない方も
受診ができます！

推定1日尿中塩分量
が計測できるのは集
団健診のみ！

乳がん・子宮がん検診の
予約受付中！
役場民生課  ☎2-3113まで

もし、インフルエンザにかかった時は…

インフルエンザとは…

問い合わせ　役場民生課保健師　 ☎2-3113

20

※医療機関で受ける個別健診は 平成30年1月31日(水)まで実施中！

る
口

い

る
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　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、小中学生とその保護者を対象に地元食材を使ったアイデア料
理を募集しました。９月８日（金）に１次審査（書類審査）、９月３０日（土）には、1次審査を通過された６組
のみなさんに集まっていただき、町民センターで2次審査（試食審査）を行いました。少し緊張気味でスタ
ートした２次審査でしたが、次第に緊張もほぐれ、手際よくお料理を作り、和気あいあいとした雰囲気の中
でコンテストが進みました。家族のみなさんで研究を重ねた自慢のアイデア料理を一生懸命に、また親子協
力のもと、楽しそうに作られる姿は感動的ですらありました。
　今後、学校給食部門エントリーの１品は学校給食の献立となります。また、お店部門エントリー作品の内
の数点はご協力いただいたお店（ダイニングカフェ８４６・道の駅阿武町お惣菜コーナー等）でメニュー化さ
れます。楽しみにしておいてくださいね。みなさんのご応募、本当にありがとうございました！

“無角和牛の春巻き・
なしドレを添えて”を
作る西嶋優奈さん

〝
金
太
郎
ミ
ニ
バ
ー
ガ
ー
〞

を
作
る
中
村
麻
理
亜
さ
ん

〝
カ
ラ
フ
ル
ト
マ
ト
ピ
ザ
〞

を
作
る
石
川
朋
佳
さ
ん

“阿武町産食材たっぷり焼きカレー”
を作る黒川優斗（まさと）くん

【審査員4人】
教育委員会：小田武之教育長
阿武町生活改善実行グループ
　連絡協議会会長：中野逸子
846代表：八代萌那
栄養教諭：上田近代

【審査結果】　お店部門：最優秀賞
「無角和牛の春巻き・なしドレを添えて」
阿武中１年　西嶋優奈（ゆうな）さん・睦美さん

【審査結果】学校給食部門：最優秀賞
「アブストローネ・アジのサルサソースがけ」
阿武中１年　小野桃二朗（ももじろう）くん・直子さん

「学校給食」では阿武中1年小野桃二朗（ももじろう）く
んの「アブストローネ・アジのサルサソースがけ」がメ
ニュー化されます！いつ給食に出るかはお楽しみに！

“アブストローネ・アジの
サルサソースがけ”を作る
小野桃二朗くん

〝
梨
の
甘
み
が
ほ
ど
よ
い
春
巻

2
種
牛
肉
と
チ
ー
ズ
入
り
〞

を
作
る
藤
原
紬
さ
ん

～みんなのおいしい料理が体を育て、心を豊かにします！～
がんばったみんなの素敵な笑顔！

～みんなのおいしい料理が体を育て、心を豊かにします！～
がんばったみんなの素敵な笑顔！
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「都市鉱山からつくる！ みんなのメダルプロジェクト」に参加します！　
阿武町から東京2020へ
オリンピック・パラリンピックのメダルを届けよう！
　2020年に東京で開催されるオリンピック・パラリ
ンピック競技大会の入賞メダルに不要となった小型家電
に含まれるリサイクル材が活用されることになりました。
　東京2020オリンピック・パラリンピックには約
5,000個の金・銀・銅メダルが必要です。
☆都市鉱山からつくる！
　　みんなのメダルプロジェクトとは？☆
●オリンピック史上初の試み
　国民が参画し、メダル製作を目的に小型家電等の回
収を行い、集まったものから抽出された金属でメダル
の製作（約5,000個）を行うプロジェクトは、オリ
ンピック・パラリンピック史上初の試みです。

対象
品目

回収
方法

携帯電話、スマートフォン、パソコン、携帯用ゲーム機など、小型家電
リサイクル法で定める28品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機を除く）
※詳しくは平成28年8月に配付している「家庭ゴミの分別と出し方」をご覧ください。
①『燃やせないごみ』で出す･･･指定袋に入れて第４木曜日に出す
②『回収ボックス』に入れる･･･役場本庁、各支所に箱を設置（携帯電話・スマート
　フォンのみ。付属品は除く）※データは消去し、SDカードも除去してください。

詳しくは、プロジェクトのホームページ（www.toshi-kouzan.jp）をご確認ください。
【問い合わせ】役場民生課　環境保健係（☎２－３１１３）

●使用済み小型家電のリサイクルを通じて、東京
2020大会に参画できるプログラム
　ご家庭で不要になった携帯電話・パソコン・小型家
電等、小型家電リサイクル法の全商品が対象です。国
民は小型家電をメダルプロジェクト用の回収方法で排
出することで参画できます。
●都市鉱山リサイクルをレガシーとして「持続可能な
社会」の実現を目指します
　日本に眠る都市鉱山（使用済製品等に含まれる有用
資源等）の埋蔵量は、世界の天然鉱山を凌ぐ量がある
といわれています。この取り組みを通じ、「資源の有
効活用をより重視する持続可能な社会の実現」を目指
します。　　　　　　　　　主催：東京2020組織委員会

団体の部

阿武町 緑のカーテンコンテスト 優秀作品決定！！

　総数29作品の応募をいただき、本当にありがと
うございました。
　今年は、降雨が少なく、暑さが厳しい夏でした。
例年に増して管理が大変だったことでしょう。緑の
カーテンがあることで、家の周囲の表面温度を抑え
ることができます。来年もコンテストを行います。
温暖化防止にみんなで楽しく取り組みましょう。

平成
２９年度

●問い合わせ
　阿武町地球温暖化対策地域協議会事務局
　☎２－３１１5（役場民生課）

最優秀賞
末若　紀子（市）

優秀賞
小田　千菊（宇久）

努力賞
岩本　良夫（木与）

最優秀賞
（株）ナベル山口工場

努力賞
西村　浩一（宇田中央）

奨
励
賞

金
田　

富
慈
江
（
寺
東
）

奨
励
賞

藤
村　

喜
代
子
（
市
）

新人賞
福田　珠代（浜の一）

優秀賞
吉屋　孝治（寺東）

優秀賞
（株）太陽コミュニケーションズ
道の駅阿武町温水プール



エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

10
月
は
、「
車
か
ら
不
要
な
荷
物
を
お
ろ
し
て
燃
費
良
く
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
も
う
」
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阿武町「人権」
を考える集い
推進大会

●日時　12月1日(金)　13:50開場
　　　　　14:20～14:35式典
　　　　　14:35～16:25記念講演
●場所　阿武町町民センター　文化ホール
●講師　リオ五輪パラリンピック出場
　　　　　車いすランナー　山本　浩之　氏
●演題　あきらめない生き方～車いすマラソンでの挑戦
●問い合わせ　阿武町教育委員会 ☎２－０５０１

守られてますかあなたの人権？ 守ってますか相手の人権？
　差別や偏見のない豊かで明るい社会を築くために、近年様々な法律が施行されました。
●障害者差別解消法（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律　H28.4.1施行）
　全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いなが
ら共生する社会の実現にむけ、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的としています。

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
●児童虐待とは…？

本法の
ポイント

・自治体および民間事業者（会社、個人のお店など）による「不当な差別的取扱い」および
　「合理的配慮の不提供」が禁止される

・不当な差別的取扱いとは…　例）障害があることを理由にアパートへの入居契約を断られた　など
・合理的配慮の不提供とは…　例）窓口の手続きで聴覚障害があるのでわかりづらいと伝えたが、筆談等別の方法で対
　　　　　　　　　　　　　　　　応してくれなかった　など

●ヘイトスピーチ解消法（本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律　H28.6.3施行）
　近年、デモやインターネットの書き込み等により特定の人種や民族への差別をあおる「ヘイトスピ
ーチ」が社会問題になっており、それを解消することを目的としています。

・外国出身であることなどを理由にした不当な差別的言動を行う事は許されないことを宣言
・国民は差別的言動のない社会の実現に努めなければならない
・国、地方公共団体は差別解消のための教育や啓発などの施策を実施する

本法の
ポイント

●部落差別解消法（部落差別の解消の推進に関する法律　H28.12.16施行）
「部落差別は許されないもの」であり、部落差別のない社会を実現することを目的としています。

・部落差別は許されないものであるという認識のもと、その解消の必要性について、国民の
　理解を深めるよう努める
・国、地方公共団体は差別解消のための相談体制の充実や教育啓発の推進に努める

本法の
ポイント

私たち一人ひとりが自分の問題として考え「差別をしない、させない」意識を持って行動しましょう
人権に関する相談・問い合わせは役場民生課介護福祉係（☎２－３１１５）まで

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶ
る、やけどを負わせる、溺れさせる　など

身体的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポル
ノグラフィの被写体にする　など

性的虐待

　　　　　　家に閉じ込める、食事を与えない、
ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重
い病気になっても病院に連れて行かない　など

ネグレクト 　　　　　　言葉による脅し、無視、きょうだ
い間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に
対して暴力をふるう（DV）　など

心理的虐待

出産や子育てに関する悩みや質問がある方は、児童相談所・市町村へお気軽にご相談ください。
あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。
連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
お住まいの地域の児童相談所につながります。※一部のＩＰ電話からはつながりません。※通話料がかかります。

虐待を受けたと思われる子どもがいたら ご自身が出産や子育てに悩んだら 子育てに悩む親がいたら

問い合わせ
役場民生課
☎２－3115

　「町民一人ひとりの人権が尊重
された心豊かな地域社会」を目指
して、推進大会を開催します。

　「町民一人ひとりの人権が尊重
された心豊かな地域社会」を目指
して、推進大会を開催します。



『あまった布を活用しよう』編

このコーナーは、みなさんの身近にある豆知識をまちの
「よぉ知っちょる人」に教えてもらうコーナーです。
このコーナーは、みなさんの身近にある豆知識をまちの
「よぉ知っちょる人」に教えてもらうコーナーです。

Q．古くなった着物とか、あまった布で何か作れないかなぁ？
A．少し手を加えれば、バッグやエプロンなどを作れますよ！
着物などの生地を使えば、デザイン性のある小物が出来上がります。
ポイント　【生地を切る部分を考えましょう】
　　　　　すでに縫ってある部分を上手く使い、手間を省きましょう。

Q．古くなった着物とか、あまった布で何か作れないかなぁ？
A．少し手を加えれば、バッグやエプロンなどを作れますよ！
着物などの生地を使えば、デザイン性のある小物が出来上がります。
ポイント　【生地を切る部分を考えましょう】
　　　　　すでに縫ってある部分を上手く使い、手間を省きましょう。

暮らし暮らしの の   　　ポイント  　　ポイント暮らし暮らしの の   　　ポイント  　　ポイントiiネットあぶ
連動企画 え～え～
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ＪＡあぶらんど萩福賀
支部女性部のみなさん
ＪＡあぶらんど萩福賀
支部女性部のみなさん
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　３月11日（日） 
■譲渡申し込み受付　１０時４５分～１１時１５分
■飼い主決定会　１１時１５分～
■譲渡時講習会　飼い主決定会終了後、１５分程度
○注意事項　犬・猫の学習会（譲渡前講習会）未
　受講の方、及び未成年の方には、犬・猫をお譲
　りできません。
○問い合わせ　〒７５４－０８９１
　山口市陶９４３－１２　山口県動物愛護センター
　☎０８３－９７３－８３１５　FAX ０８３－９７３－８３４１

　山口県動物愛護センターでは、殺処分される
犬・猫を減少させるため、地域の模範的飼い主と
して活躍していただける方を対象に、犬・猫をお
譲りしています。
　お譲りに際しては、安易に飼い始めることを防
止するため、事前に講習会を受講していただきま
す。　
○「犬・猫の譲渡会」開催日・スケジュール
　平成２9年１１月１2日（日）、12月１0日（日）、 
　平成30年１月14日（日）、２月11日（日）、

平成29年度下半期「犬・猫の譲渡会」

～納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
年末調整・確定申告まで大切に保管してください～

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　控除の対象となるのは、平成29年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。過去の年度
分や追納された保険料も含まれます。
 また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族(お子様等)の負担すべき国民年金保険料を支払っ
ている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成２9年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整
や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成29年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方には、１１月
上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の
提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（※１０月以降の保険料は、納付見
込額として標記されます）
　また、平成２9年１０月１日から１２月３１日までの間に、今年初めて国民年金保険料を納められた方へ
は、翌年の２月上旬に送られます。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときも心強い味方となる制
度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。
■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ー２４ー２１５８
　　　　　　　役場住民課住民係　　　　　☎２ー０５００
　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

年金のたより

｢社会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣が発行されます ★
10
月
は
「
土
地
月
間
」、
10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」
で
す
。
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朝
一
番　

朝
食
作
る　

男
の
手

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

■日時　１１月１1日(土)、１2日（日）
　　　　９時３０分～１５時頃
■場所　「福の里直売所」福賀の国道３１５号線沿
■内容　◆もちまき／両日13時～　◆販売コーナー／
新鮮野菜、漬物、おこわ、寿司、柏餅、イカの塩辛、
焼きわかめ、焼き菓子、手作りパン、米粉パン、クッ
キー、ジャム各種などの販売　◆飲食コーナー／手打
ちそば、うどん、おにぎり、ぜんざい、コーヒーなど
ホット飲料　◆体験コーナー／杵つき餅体験、きな粉
挽き体験、野菜収穫体験（有料）　◆その他／国道
315・376号線沿の各朝市・直売所で特産品の販
売、抽選で地域特産品が当たるスタンプラリーなどの
イベントを開催。
　ぜひご家族・お友だち同士でご来場ください！
■問い合わせ　役場経済課　☎２－３１１４

恒例のルーラル３１５・３７６
フェスタを福の里で開催！

■
日
時　

11
月
18
日（
土
）
10
時
〜
15
時

■
場
所　

森
の
館
萩（
福
井
下
、
阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容　

大
板
山
た
た
ら
太
鼓
の
演
奏
、
木
工
ク
ラ
フ

ト
、
椎
茸
駒
打
ち
、
イ
ガ
栗
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
森
の
○
×
ク
イ
ズ
、
も
ち
ま
き
な
ど　

※
各
地
域
の
特
産
品
販
売
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

　

萩
農
林
事
務
所　

森
林
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
３
８
ー
22
ー
３
３
６
６

阿
武
川
流
域

　

森
林
だ
く
さ
ん
祭
り
２
０
１
7

　
　

〜
森
の
恵
み
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

も　
　

   

り

クマと共存するための対策についてご紹介します。
●クマと出会わないために
□自分の存在を知らせる　▶クマ鈴やラジオなど、音の出るものを携帯しましょう
□ クマの生態や行動についてよく知る
　▶各季節のクマの食べ物や生態を知ることで、遭遇を避けられる
□ 目撃・出没情報のあったところには近づかない
●クマに出会ってしまったら…まずは落ち着きましょう！
□ 距離が離れていた場合（クマがこちらに気付いていない）
　▶ゆっくりと静かに立ち去る
□ 比較的距離が近い場合（50m 程度）
　▶クマから目を離さずにゆっくりと静かに後退する。森林内であれ　
　　ば、万が一の突進に備えてクマとの間に障害物がくるようにする。
◆問い合わせ　役場経済課　☎２－３１１４

秋はクマが冬眠に備えて食欲が増す時期で、
餌を求めて活動が活発になります。

（写真出典：環境省）

ハートピア共済制度
○加入できる人は、県内の中小企業の勤労者で、契約発行日の前日に健康な方。
○この制度は、死亡・障害・入院・住宅災害等の不測の事態に対してセットで保障し、結婚、出産、
　銀婚、小・中・高校入学祝にも給付します。
○福利厚生事業…全国宿泊施設利用料助成（１人 2,000円・3,000円）
　　　　　　　　人間ドック・脳ドック受診料助成（１人 1,000円～8,000円）
　　　　　　　　国家資格試験等助成金（１人 2,000円・4,000円）
○事業所が従業員のために共済掛金を負担された場合は、損金または必要経費として算入できます。

県内の中小企業で働く従業員の
ための共済制度です。

〈平成27年6月1日以降の入院について、１日目から入院給付開始となりました〉

◆問い合わせ　阿武町勤労福祉共済会（役場経済課）　☎２－３１１４

型　種
１型
２型
３型
４型
高齢者

ファミリー型

月掛金（１人）
　450円
　900円
1,500円
2,000円
　450円
　500円

最高給付金額（交通事故）死亡
　240万円
　480万円
　720万円
1,000万円
　100万円
　200万円

加　　入　　年　　齢

満15歳以上～満65歳未満
（4型は満50歳未満まで）

満65歳以上～満71歳未満
0歳以上～満65歳未満（子どもは満25歳未満）
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詩

料
理
本　

妻
の
付
箋
が　

隠
し
味
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お し ら せ

ひ
と

ひ
と

▼
日
時　

11
月
19
日（
日
）
９
時

15
分
〜

▼
場
所　

萩
総
合
支
援
学
校

▼
内
容　

児
童
生
徒
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
作
品
展
示
、
育
友
会
バ

ザ
ー
、
食
堂
、
喫
茶
等

▼
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立
萩
総

合
支
援
学
校　

萩
総
ま
つ
り
広

報
部　

☎
０
８
３
８
―
25
―
７

２
８
０
（
三
好
・
藤
村
）

今
を
美
し
く
輝
い
て
生
き
た
い

　

貴
女
の
た
め
の
美
健
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時　

11
月
29
日（
水
）
13
時

〜
16
時
30
分

▼
場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

▼
内
容
・
講
師　

①
認
知
症
予
防

講
座
、
健
康
レ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
健
康
体
操
あ
り
）

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

オ
ア
シ
ス

は
ぎ
園 

管
理
者　

宮
路
聡
子

氏
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

　

②
大
人
き
れ
い
セ
ミ
ナ
ー
（
美

容
講
習
：
実
習
あ
り
）

　

資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
山
口
支
店　

美
容
部　

橋
本
奈
美
江　

氏

▼
対
象
者　

阿
武
町
ま
た
は
萩
市

に
在
住
の
60
歳
以
上
の
女
性

▼
定
員　

20
人
（
申
込
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料

第
36
回
萩
総
ま
つ
り

お
知
ら
せ

▼
持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
主
催
・
申
し
込
み　

11
月
8
日

（
水
）ま
で
に
、（
公
社
）萩
広
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
萩
事

務
所
（
☎
０
８
３
８
―
26
―
０

５
０
５
）
へ

　

居
宅
に
お
け
る
高
齢
者
等
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
調

理
や
お
掃
除
の
基
本
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
20
日（
月
）９
時
30

分
〜
15
時
30
分

▼
場
所　

萩
市
須
佐
保
健
セ
ン

タ
ー

▼
内
容　

①
調
理
実
習
（
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
、
高
齢
者
の

食
事
）

　

②
お
掃
除
講
座
・
実
習
（
掃
除

の
ポ
イ
ン
ト
と
コ
ツ
）

▼
講
師　

①
管
理
栄
養
士　

　

②
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
指
導

者
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能

士
、
清
掃
作
業
監
督
者

▼
対
象
者　

阿
武
町
ま
た
は
萩
市

に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
定
員　

10
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
主
催
・
申
し
込
み　

11
月
6
日

（
月
）ま
で
に
、（
公
社
）
山
口

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は休日急患診療センターへ
☎0838-26-1397（内科・外科・小児科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

10/22㊐
10/29㊐
11/ 3㊎
11/ 5㊐
11/12㊐
11/19㊐
11/23㊍

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

い
き
い
き　

楽
し
く

　
　
　

そ
し
て
美
し
く

シ
ニ
ア
い
き
い
き
生
活

支
援（
調
理・掃
除
）講
習

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

の
新
規
会
員
募
集
中
！

萩
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

合
会
（
☎
０
８
３
―
９
２
１
―

６
０
７
０
）
へ

　

萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
事
を
企
業
・
家
庭
・
公
共
団
体

等
か
ら
受
注
し
、
希
望
・
体
力
・

能
力
等
に
応
じ
て
、
登
録
し
て
い

る
会
員
に
提
供
し
て
お
り
、
空
い

た
時
間
を
利
用
し
て
長
年
培
っ
た

知
識
や
経
験
・
技
能
を
活
か
し
、

地
域
に
お
い
て
日
々
、
元
気
に
就

業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
則
、
阿
武
町
に
お
住
い
の
お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
入
会

で
き
ま
す
。
定
期
的
に
説
明
会
も

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
会
員
の
主
な
就
業
例

　

剪
定
・
除
草
な
ど
の
屋
外
作

業
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
家
事
援

助
、
屋
内
の
軽
作
業
、
各
種
施

設
管
理
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
及
び
入
会
窓
口

　
（
公
社
）萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　

阿
武
出
張
所

　

☎
２
―
２
８
０
３

●
税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日

〜
17
日
）

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事
と

し
て
、
萩
税
務
署
館
内
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
租
税
作
品
（
絵
は
が

き
・
作
文
・
習
字
な
ど
）
を
展
示

し
ま
す
。　

▼
日
時　

11
月
18
日（
土
）
午
後

〜
26
日（
日
）

▼
場
所　

萩
市
民
館

●
年
末
調
整
説
明
会

　

管
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方

を
対
象
に
し
た
平
成
29
年
分
の
年

末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

①
11
月
15
日（
水
）
10

時
〜
12
時　

②
11
月
16
日

（
木
）
10
時
〜
12
時

▼
場
所　

①
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

　

②
萩
市
田
万
川
総
合
事
務
所
２

階
大
会
議
室

●
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

管
内
の
事
業
者
の
方
を
対
象
に

し
た
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

①
11
月
15
日（
水
）
14

時
〜
15
時　

②
11
月
16
日

（
木
）
14
時
〜
15
時

▼
場
所　

①
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

　

②
萩
市
田
万
川
総
合
事
務
所
２

階
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ　

萩
税
務
署
総
務

課　

☎
０
８
３
８
―
22
―
０
９

０
０
（
代
表
）
※
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
っ
て
案
内
番
号〔
２
〕

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

26



27

女
と
男
の
一
行
詩

ネ
ク
タ
イ
を　

外
し
て
父
へ
と　

も
ど
る
家

ひ
と

ひ
と 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

1
3
4
5
6

7

8

10

11

12

13

15

16

17

18
19

20

24

26

27

28

29

30

水
金
土
日
月

火

水

金

土

日

月

水

木

金

土
日

月

金

日

月

火

水

木

11月

阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,282（－3 ）

　587（－6 ）

557（－1 ）

3,426（－10）

1,048（－2 ）

　278（－3 ）

　293（－1 ）

1,619（－6 ）

転入　 2

転出　 5

出生　 0

死亡　 7

9月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

101
（101）
7
（2）

6
（8）
1
（0）

0
（0）
0
（0）

1
（0）

6
（8）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

求人数 年齢 賃　　金 業　　種会　社　名

１人

１人

２人
３人

不問

不問

不問
不問

150,000円～
時給780円～

時給780円

時給780円
時給780円

接客及び調理補助
（ダイニングCAFÉ８４６内）

精肉調理販売員
野菜・果物販売員
水産調理販売員
レジ係

受付及び清掃

ポ・ヤシロ

株式会社　丸久
サンマート奈古店

道の駅阿武町（あぶクリエイション）

町内の求人情報10月分 10月6日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

　この大会は、綱引きをとおして、体力づ
くり・健康の増進及び町民相互の親睦を図
ることを目的として開催されます。
　たくさんの参加と応援をお待ちしていま
す。
〇日　時　１２月３日（日）　開会式 ９：００
　　　　　競技 ９：３０～１２：００（予定）
〇場　所　阿武町体育センター
〇申込み方法　各公民館の申込み用紙
〇問い合わせ　阿武町教育委員会
　　　　　　　☎０８３８８－２－０５０１

第32回　阿武町第32回　阿武町
力くらべ綱引き大会力くらべ綱引き大会
第32回　阿武町
力くらべ綱引き大会

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
９
月
号
で
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

P
19
の
中
の
、「
町
内
の

求
人
情
報
」
で
掲
載
さ
れ
た

事
業
所
は　

誤　

小
田
建
築
株
式
会
社

 

←正　

小
田
建
設
株
式
会
社

で
し
た
。

　

訂
正
し
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

奈古ストレッチ学習会　9:30 【町民センター】
第30回宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンターほか】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　13:30【福賀グラウンドゴルフ場】
第36回福賀大農業まつり　8:30【福賀小学校体育館前広場】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
阿武町議会議員一般選挙告示
園医健康診断（本園）13:30【みどり保育園】
焼きいも大会　9:00【みどり保育園】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
いもほり・ひよこクラブ　9:30【いも畑】
ユメセン（夢の先生教室）10:30【阿武中学校】
福賀月例ボウリング大会　19:30【ユーズボウル萩】
秋の奈古やかグラウンドゴルフ大会　9:00【グリーンパークあぶ】
ルーラルフェスタ　9:30【福の里直売所】
阿武町議会議員一般選挙投票日　7:00【各投票所、役場】
奈古グラウンドゴルフ　9:00【阿武小中グラウンド】
ルーラルフェスタ　9:30【福の里直売所】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
町老連グラウンドゴルフ　13:30【町民グラウンド】
心配ごと相談　9:00【ふれあいセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
みどり保育園七五三　10:00【八幡様】
人権学習講座（福賀）10:00【のうそんセンター】
福賀昭和会研修視察　7:40【広島方面】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
奈古文化展（～19日）8:30【町民センター】
身体測定　11:00【みどり保育園】
阿武川流域　森林だくさん祭り2017　10:00【「森の館萩」阿武萩森林組合本所】
第32回さん３ふるさと祭り　9:00【阿武小中グラウンド】
福賀高齢者教室/移動教室　8:00【宇部方面】
第1回阿武町議会臨時議会（予定）【議場、委員会室】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
給食参観日　11:00【みどり保育園】
ステップ運動教室　13:00【のうそんセンター】
集団健診　8:00【町民センター】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
みどり保育園誕生日会　11:00【みどり保育園】
福賀スポーツ少年団体力テスト　16:00【のうそんセンター】
阿武町歴史探究講座移動教室　7:45【町民センター発】
みどり保育園交通安全指導・避難訓練　11:00【みどり保育園】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
女団連消団連役員会　9:30【のうそんセンター】
女団連消団連「これからのエンディング＆お葬式セミナー」13:30【のうそんセンター】



次回定例会は１０月２３日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

俳　

句

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
美　

浜
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

ど
っ
か
ん
と
脅
し
一
発
稲
雀

コ
ス
モ
ス
や
灯
を
零
し
ゆ
く
終
列
車

飄
飄
と
身
の
軽
き
こ
と
吾
赤
紅

小
さ
い
秋
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
に
け
り

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
る
夕
暮
母
を
待
つ

コ
ス
モ
ス
の
目
線
遠
く
に
水
平
線

風
そ
よ
ぐ
夕
日
に
止
ま
る
赤
蜻
蛉

お
む
す
び
は
三
角
が
よ
し
今
年
米

頼
み
事
ふ
え
ゆ
く
齢
秋
の
暮

す
ん
な
り
と
い
か
ぬ
偏
屈
秋
の
茄
子

煮
浸
し
に
祖
父
の
好
ん
だ
芋
茎
む
く

婚
き
ま
り
え
り
あ
し
楚
々
と
秋
桜

眺
郷
は
金
色
の
風
稲
揺
ら
ぐ

秋
桜
言
葉
え
ら
ん
で
生
き
て
ゆ
く

心
労
の
結
晶
と
な
る
稲
穂
か
な

秋
の
畑
鳥
獣
対
策
そ
こ
か
し
こ
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し
ゅ
う
れ
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し
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ひ
ょ
う
ひ
ょ
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か
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わ
れ　
　

も　
　
こ
う

　
ち　
　
　
　
　
　

あ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ　
　
　
　
　
　
　

ゆ
う　

ぐ
れ　
は
は　
　
　
　

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め　

せ
ん　

と
お　
　
　
　
　
　
　

す
い　

へ
い　

せ
ん

か
ぜ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う　

ひ　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か　

と
ん　

ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん　

か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　

と
し　

ま
い

た
の　
　
　
　
　

ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
わ
い　
あ
き　
　
　
　
　
　
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
ん　

く
つ　
あ
き　
　
　
　

な　
　

す

　
に　

び
た　
　
　
　
　
　
　

そ　
　

ふ　
　
　
　

こ
の　
　
　
　
　
　

ず
い　

き

こ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　

そ　
　
　
　
　
あ
き　

ざ
く
ら

ち
ょ
う
き
ょ
う　
　
　
　
　

き
ん　

い
ろ　
　
　
　
　

か
ぜ　
　
い
ね　
　

ゆ

あ
き
ざ
く
ら　
こ
と　
　
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

し
ん　
　
ろ
う　
　
　
　
　
け
っ　
し
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　

ほ

あ
き　
　
　
　
　

は
た　

ち
ょ
う
じ
ゅ
う　

た
い　

さ
く

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：平成２９年８月３１日午後の清ヶ浜海岸風
景です。旅行者と思われる一組の親子が夏休みを惜
しむように散策をしていました。その時の様子を写
した一枚です。

●コメント：青天のもと、多くのカモメが舞い飛ん
でいます。本日獲れた魚の水揚げが無事に終了し、
母港に舵をきり白波を立てて、快適にはしりだしま
した。甲板にいる人々の動きには、喜びの一瞬が見
られます。漁業から生まれる、幸せと感動の一瞬を
撮影しました。

会員作品紹介

私 の 一 品

タ
イ
ト
ル

「
夏
休
み
最
後
の
日
」

西
村　

信
教
（
市
）

タ
イ
ト
ル

「
水
揚
げ
後
の
帰
港
」

清
水　

教
昭
（
宇
田
浦
）

［材料（２人分）］
●白湯風スープ
干しえび ２０ｇ
水 ３００ｃｃ
生姜 ５０ｇ
白ねぎ １／３本
絹ごし豆腐 １００ｇ
小松菜 １００ｇ
ピザ用チーズ 少々
鶏ガラスープの素
 大さじ１／２
塩 少々
［作り方］
《白湯風スープ》
①干しえびは水で戻す。生姜はせん切り、白ねぎは
みじん切りにする。小松菜は茹でて、２センチの
長さに切る。
②鍋に油を熱して戻した干しえび、生姜、白ねぎを
入れて炒めてから、干しえびの戻し水３００ｃｃ
を入れて煮る。
③②の中に絹ごし豆腐を手でちぎって入れて、鶏ガ
ラスープの素、塩で味をととのえる。
④③に水溶き片栗粉でとろみをつけて、小松菜、チ
ーズを入れてひと煮立ちさせてから器に盛る。
《小松菜納豆あえ》
①小松菜は茹でて、２センチの長さに切る。
②ボウルに①と納豆、ちりめんじゃこを入れて納豆
のたれであえてから器に盛る。上から干しえびを
トッピングする。

「カルシウムたっぷり骨太レシピ！」より

白湯風スープ・小松菜納豆あえ

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

宇田地　山本裕美子さん

片栗粉 〃
油 〃
●小松菜納豆あえ
小松菜 １００ｇ
納豆 １パック
ちりめんじゃこ ３０ｇ
干しえび 少々
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